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主な内容 ページ

８月５日、勤労青少年ホーム３階調理室で「夏
休み親子ヘルシークッキング教室」が行われ、

参加した親子ら25人が料理に腕をふるいました。
　参加人数が年々増加してきており、今年は7
月30日と２回に分けて実施。学校給食の人気メ
ニューである夏野菜カレーとサラダを作りました。
　参加した子どもは「タマネギが目にしみたけど楽
しかった、家でもお母さんのお手伝いをしたい」と、
照れながら話していました。

親子仲良く
　料理教室
親子仲良く
　料理教室
親子仲良く
　料理教室

鳴
門
携
帯
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
：
災
害
情
報
や

休
日
当
番
医
な
ど
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 9
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取
り
組
み

　
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
人
権

セ
ミ
ナ
ー
事
業（
自
殺
予
防
対
策
事
業
と

の
共
催
）や
人
権
の
花
運
動
、
人
権
文
化

祭
の
開
催
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
の
幅
広
い
世
代
の
方
が
参
加
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
り
、
人
権
啓
発
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
　
女
性
子
ど
も
支
援
事
業

現
　
状

　
平
成
22
年
４
月
に
四
国
の
市
町
村
で

初
め
て
と
な
る「
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
」機
能
を
備
え
た
女
性
支
援
セ

ン
タ
ー「
ぱ
ぁ
と
な
ー
」を
設
置
、
さ
ら
に

23
年
度
か
ら
は
女
性
子
ど
も
支
援
セ
ン

タ
ー
に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
24
年
２
月

に
は
、
県
内
初
の「
男
女
共
同
参
画
宣
言

都
市
」を
宣
言
し
ま
し
た
。

取
り
組
み

　
女
性
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー「
ぱ
ぁ
と

な
ー
」を
中
心
に
、
近
隣
自
治
体
と
連
携

市
政
重
要
事
業
へ
の
取
り
組
み

　
市
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
８
月

号
か
ら
３
回
に
わ
た
り
市
政
重
要
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。
第
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、「
ず
っ
と
笑
顔
で 

生
き
が
い
感
じ

る 

ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、
現
在
、
鳴
門
市
が
取
り
組
ん
で
い
る

重
要
事
業
の
現
状
と
取
り
組
み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
だ
れ
も
が
安
心
し
て
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
が
で
き
る
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
、
支
え
合
い
、
助
け
合
い
な

が
ら
幸
せ
を
分
か
ち
合
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　
　
人
権
セ
ミ
ナ
ー
・
人
権
文
化
祭

　
　
開
催
事
業

現
　
状

　
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
、
女
性
や

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
に
対

す
る
偏
見
や
差
別
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

で
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る

人
権
問
題
に
対
し
て
、
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
効
果
的
か
つ
継
続
的
な
啓
発
へ
の
取
り

組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

を
深
め
な
が
ら
、
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
の
救

済
支
援
と
防
止
お
よ
び
性
同
一
性
障
が
い

に
対
す
る
相
談
業
務
な
ど
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、「
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

（
仮
称
）」を
制
定
し
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

②
子
ど
も
の
成
長
・

発
達
支
援
事
業
の
拡
充

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
や
発
達
を
支

援
す
る
た
め
、
保
護
者
相
談
を
行
う
と
と

も
に
、
保
健
師
や
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭

な
ど
の
連
携
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

継
続
的
な
支
援
体
制
の
整
備
や
事
後
フ
ォ

ロ
ー
に
つ
い
て
の
対
応
を
強
化
し
ま
す
。

　
　
子
ど
も
の
発
達
支
援
事
業

現
　
状

　
市
内
幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年

度
か
ら
、
医
師
や
臨
床
心
理
士
を
派
遣
し
、

５
歳
児
を
対
象
と
し
た
相
談
事
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
フ
ォ
ロ
ー
事
業
と
し
て
、

鳴
門
教
育
大
学
の
協
力
の
も
と
、
個
別
相

談
や
適
切
な
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
市
内
保
育
所
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年

度
か
ら
24
年
度
に
か
け
て
、
医
師
や
臨
床

心
理
士
を
派
遣
し
、
集
団
で
の
保
育
な
ど

の
場
面
に
お
け
る
巡
回
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

取
り
組
み

　
市
内
幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
平
成
24
年

度
は
７
幼
稚
園
で
相
談
事
業
を
実
施（
年

少
児
対
象
）し
ま
し
た
が
、
25
年
度
か
ら

は
、市
内
全
公
立
幼
稚
園
16
園
を
対
象
に
、

５
歳
児
の
成
長
発
達
に
関
す
る
相
談
支
援

事
業
を
実
施
し
、
就
学
前
の
相
談
体
制
の

強
化
と
し
て「
い
き
い
き
子
育
て
、
す
く

す
く
鳴
門
っ
子
〜
就
学
前
の
子
育
て
相
談

室
〜
」を
実
施
し
ま
す
。

　
市
内
保
育
所
に
お
い
て
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
、
２
年
間
で
全
保
育
所
を
巡
回
で

き
る
よ
う
に
、
毎
年
10
保
育
所
に
お
い
て

巡
回
相
談
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

巡
回
相
談
を
行
っ
た
保
育
士
や
幼
児
、
保

護
者
へ
の
継
続
的
な
支
援
が
実
施
で
き
る

よ
う
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

第２回
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③
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
の
推
進

　
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
健
や
か
に
生

ま
れ
育
ち
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
福
祉
分
野
を
は
じ
め
、
保
健
、

教
育
、
労
働
な
ど
、
子
ど
も
と
家
庭
に
関

わ
る
分
野
が
相
互
に
連
携
し
、
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
整
備
や
地
域
社
会
の

取
り
組
み
を
図
り
な
が
ら
、
次
世
代
育
成

支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
子
ど
も
・
子
育
て

　
　
支
援
事
業
計
画
策
定
事
業

現
　
状

　
平
成
24
年
８
月
に
子
ど
も
・
子
育
て
関

連
３
法
が
成
立
し
、
幼
児
期
の
学
校
教
育

や
保
育
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
」が
平
成

27
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

取
り
組
み

　「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」を

策
定
す
る
た
め
、「
鳴
門
市
児
童
福
祉
審
議

会
」を
設
置
し
、
各
分
野
の
意
見
を
集
約

す
る
と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
調
査
や
分
析
作

業
を
実
施
し
、
計
画
策
定
を
進
め
ま
す
。

　
　
地
域
子
育
て

　
　
支
援
拠
点
事
業（
ひ
ろ
ば
型
）

現
　
状

　
地
域
子
育
て
の
支
援
拠
点
で
あ
る「
に

こ
に
こ
広
場
」を
開
設
し
、
子
育
て
家
庭

の
保
護
者
と
そ
の
子
ど
も
が
相
互
に
交
流

で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
子

育
て
相
談
や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児
が

い
る
家
庭
の
全
戸
訪
問
な
ど
の
子
育
て
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み

　
よ
り
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
同
広
場
の
周
知
を
広
く
行
う
と
と
も

に
、
き
め
細
や
か
な
訪
問
事
業
を
行
う
な

ど
、子
育
て
家
庭
への
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

現
　
状

　
市
内
に
お
い
て「
育
児
の
援
助
を
し
た

い
人
」と「
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
」

を
会
員
と
し
て
登
録
し
、
育
児
の
相
互
支

援
を
図
っ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み

　
会
員
数
は
、
平
成
21
年
度
５
０
２
人
か

ら
24
年
度
７
１
１
人
と
増
加
し
て
い
ま

す
。
よ
り
多
く
の
子
育
て
家
庭
を
支
援
す

る
た
め
、
広
く
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

交
流
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
活
動
内
容
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

④
健
康
・
医
療
対
策
の
推
進

　
　
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
基
本
と

し
、
市
民
自
ら
健
康
の
増
進
に
努
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
健
康
意
識
の
高
揚
と
保

健
予
防
活
動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
行

政
や
地
域
社
会
、
企
業
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、「
健
康
な
る

と
21
」の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
が
ん
検
診
事
業

現
　
状

　
市
民
の
が
ん
予
防
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
と
と
も
に
、
早
期
発
見
・
治
療
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
が
ん
の
死
亡
率
を
減
少
さ
せ
る

た
め
各
種
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み

　
受
診
し
や
す
い
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、

大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

集
団
検
診
に
加
え
て
平
成
25
年
度
か
ら
鳴

門
市
内
の
医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
胃
が
ん
検
診
は
50

歳
代
を
対
象
に
胃
内
視
鏡
に
よ
る
検
査
の

助
成
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
　地
域
医
療
を
考
え
る
た
め
の

　
　医
療
連
携
強
化
事
業

現
　
状

　
地
域
医
療
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
な

ど
を
参
考
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
中
核
病
院
で
あ

る
鳴
門
病
院
と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
密
接
に

す
る
た
め
、
鳴
門
病
院
や
鳴
門
市
医
師
会

な
ど
の
医
療
関
係
者
と
の
医
療
懇
話
会
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
鳴
門
病
院
と
連
携

し
て「
鳴
門
市
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
」や
市
民
向

け
実
践
講
座
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

取
り
組
み

　
医
療
機
関
と
連
携
し
て
市
民
向
け
の
実

践
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
医
療
が

市
民
に
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
て

も
ら
え
る
機
会
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
や
健
康
意
識
の
高
揚
を

図
り
ま
す
。

　
　
妊
婦
歯
科
健
診
事
業

現
　
状

　
県
歯
科
医
師
会
の
取
り
組
み
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
る
健
口
手
帳
の
配
布
や
プ
レ
マ

マ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
、
歯
科
保
健
に
つ

い
て
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み

　
平
成
25
年
度
か
ら
、
早
産
や
低
体
重
児

の
出
産
要
因
の一つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
歯

周
疾
患
の
早
期
発
見
・
治
療
の
た
め
、
妊

婦
歯
科
健
診
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
母
子

健
康
手
帳
交
付
時
に
、
妊
婦
歯
科
健
診
の

受
診
票
を
配
布
し
、
妊
娠
中
期
の
安
定
し

た
時
期
に
歯
科
医
院
に
受
診
す
る
よ
う
啓

発
を
行
う
と
と
も
に
、
産
婦
人
科
医
院
と

協
力
体
制
を
構
築
し
、
受
診
勧
奨
を
図
って

い
ま
す
。特

定
健
診
・

　
　特
定
保
健
指
導
事
業

現
　
状

　
特
定
健
診
対
象
者
に
対
し
て
受
診
券
を

送
付
し
、
特
定
健
診
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
広
報
な
る
と
や
テ
レ
ビ
広
報
な
ど
の

広
報
媒
体
を
活
用
し
た
周
知
な
ど
を
行
い

受
診
勧
奨
に
努
め
て
い
ま
す
。

取
り
組
み

　
現
在
活
用
し
て
い
る
媒
体
の
ほ
か
、
あ

ら
ゆ
る
媒
体
を
活
用
し
て
受
診
を
呼
び
掛

け
る
こ
と
に
加
え
、
個
別
訪
問
の
強
化
な

ど
に
よ
り
、
健
康
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

特
定
健
診
と
特
定
保
健
指
導
の
受
診
率
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

■第２回「ずっと笑顔で　生きがい感じる　まちづくり」■第２回「ずっと笑顔で　生きがい感じる　まちづくり」■第２回「ずっと笑顔で　生きがい感じる　まちづくり」
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上
の
た
め
の
研
修
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、
見
守
り
体
制

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
　地
域
生
活
支
援
事
業

現
　
状

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
在
宅
の
障
が
い

者（
児
）を
対
象
と
し
て
、
日
常
生
活
に
関
す

る
相
談
や
、
社
会
参
加
の
た
め
の
支
援
な

ど
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た

め
、
相
談
支
援
事
業
、コ
ミュニ
ケ
ー
ション
支

援
事
業
、
移
動
支
援
事
業
、
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み

　
平
成
25
年
度
か
ら「
障
害
者
総
合
支
援

法
」に
基
づ
き
、
在
宅
者
を
対
象
と
し
た

地
域
の
相
談
支
援
体
制
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
、
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
や
意

思
疎
通
支
援
事
業
、
日
常
生
活
用
具
給
付

等
事
業
、
移
動
支
援
事
業
、
地
域
活
動
支

援
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
障
が
い
者
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

取
り
組
み

　
本
市
の
学
校（
園
）の
再
編
計
画
で
あ
る

「
鳴
門
の
学
校
づ
く
り
計
画
」に
基
づ
き
、

教
育
環
境
の
整
備
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
よ
り
多
く

の
市
民
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
周
知

を
行
い
ま
す
。

　
　学
校
給
食
の
セ
ン
タ
ー
化
事
業

現
　
状

　
給
食
施
設
の
老
朽
化
、
衛
生
管
理
面
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

市
内
全
体
の
学
校
給
食
を
共
同
調
理
方
式

（
セ
ン
タ
ー
調
理
方
式
）と
す
る
こ
と
と

し
、
保
護
者
や
学
校
関
係
者
な
ど
へ
の
説

明
を
進
め
て
い
ま
す
。

取
り
組
み

　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
て

基
本
設
計
を
策
定
し
、
保
護
者
や
学
校
関

係
者
、
建
設
周
辺
地
域
へ
の
説
明
会
を
開

催
し
た
後
、
実
施
設
計
を
策
定
し
て
い
く

予
定
で
す
。

⑤
高
齢
者
・
障
が
い
者
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
お
互
い
の
個
性
と
人
格
を
尊
重
し
あ
い
、

地
域
社
会
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
、
高
齢
者
が
健
康
増
進
・

介
護
予
防
に
努
め
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
営
め
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
が
地
域

社
会
の
中
で
自
立
し
、
積
極
的
に
社
会
参

加
で
き
る
よ
う
、
地
域
や
関
係
機
関
、
行

政
が一体
と
な
り
、
社
会
参
加
の
促
進
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
生
活
環
境
の
整
備

充
実
な
ど
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

　
　地
域
支
援
事
業（
介
護
予
防
、

　
　包
括
的
支
援
事
業
）

現
　
状

　
本
市
の
高
齢
化
率
は
、
平
成
25
年
３
月

末
現
在
２
７・
８
％
で
、
高
齢
化
の
進
展

に
伴
い
、
要
介
護
認
定
者
数
の
増
加
や
一

人
暮
ら
し
・
高
齢
者
の
み
世
帯
、
認
知
症

高
齢
者
も
増
加
し
て
お
り
、
介
護
予
防
の

さ
ら
な
る
推
進
や
地
域
で
の
見
守
り
体
制

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み

　
介
護
予
防
の
推
進
と
拡
充
に
つ
い
て
は
、

普
及
啓
発
や
各
種
教
室
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、「
い
き
い
き
な
る
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
」の
活
動
対
象
事
業
を
拡

充
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
関
係
者
が
一

同
に
会
し
、
地
域
課
題
や
解
決
策
を
検
討

す
る「
地
域
ケ
ア
会
議
」を
地
域
ご
と
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
技
術
力
向

　
　高
齢
者
・
心
身
障
が
い
者
等

　
　無
料
バ
ス
優
待
事
業

現
　
状

　
70
歳
以
上
の
高
齢
者
と
心
身
な
ど
に
一

定
の
障
が
い
を
有
す
る
方
を
対
象
と
し
た

無
料
バ
ス
優
待
制
度
は
、
鳴
門
市
営
バ
ス

と
地
域
バ
ス
の
全
区
間
お
よ
び
徳
島
バ
ス
が

運
行
す
る
路
線
の
う
ち
一
部
区
間
に
限
定
し

て
適
用
し
て
い
ま
し
た
。

取
り
組
み

　
平
成
25
年
度
か
ら
は
、
高
齢
者
お
よ
び

障
が
い
者
の
さ
ら
な
る
移
動
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
範
囲
を
拡
充
し
、
地
域
バ
ス

と
徳
島
バ
ス
が
運
行
す
る
市
内
全
て
の
区

間
を
無
料
と
し
て
い
ま
す
。

⑥
教
育
行
政
の
充
実

　
　
本
市
の
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め「
鳴

門
の
学
校
づ
く
り
計
画
」に
基
づ
い
た
学
校

（
園
）再
編
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
豊
か
で

よ
り
質
の
高
い
、
安
全
で
安
心
な
学
校
給

食
を
実
施
し
、
食
育
の
推
進
や
地
産
地
消

の
推
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
育

に
お
け
る
教
育
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
　学
校
づ
く
り
計
画
推
進
事
業

現
　
状

　
平
成
26
年
４
月
の
瀬
戸
中
学
校
・
北
灘

中
学
校
の
統
合
に
向
け
、
保
護
者
・
地
域
住

民
・
学
校
関
係
者
か
ら
な
る
統
合
準
備
協
議

会
を
設
置
し
、
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

増築された成稔幼稚園園舎
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児
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
適
切
な
支
援
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑧
義
務
教
育
の
充
実

　
　一人
ひ
と
り
の
個
性
と
能
力
を
尊
重
す
る

と
と
も
に
、
自
ら
学
び
考
え
、
問
題
を
解

決
す
る
こ
と
の
で
き
る「
生
き
る
力
」の
育
成

と
自
己
実
現
を
支
援
す
る
教
育
を
推
進
し

ま
す
。

　
　特
別
支
援
教
育
推
進
事
業

現
　
状

　
特
別
な
支
援
が
必
要
と
な
る
子
ど
も
を

対
象
と
す
る「
特
別
支
援
教
育
」で
は
、
一

人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適

切
な
指
導
お
よ
び
必
要
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

取
り
組
み

　
学
習
や
生
活
上
の
支
援
を
行
う
た
め
、

小
中
学
校
に
特
別
支
援
教
育
支
援
員
お
よ

び
特
別
支
援
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
協
力
体
制
を
確
立

す
る
た
め
、
特
別
支
援
地
域
連
携
協
議
会

を
設
置
し
、
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑨
大
学
連
携
の
推
進

　
　
教
育
、
文
化
、
環
境
、
国
際
交
流
、
福

祉
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
行
政
分
野
に
お
い
て
、

鳴
門
教
育
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
の

各
大
学
の
教
育
力
を
活
用
し
、
よ
り
緊
密

な
相
互
協
力
関
係
を
築
い
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
本
市
の
教
育
と
教
員
養
成
に
関
わ
る

諸
問
題
へ
の
対
応
や
教
員
の
資
質
の
向
上
を

図
る
た
め
、
連
携
・
協
力
し
て
実
践
的
な

研
究
お
よ
び
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
　学
園
都
市
化
構
想

　
　連
携
協
力
推
進
事
業

現
　
状

　
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校

の
教
育
や
保
育
の
充
実
と
向
上
、
鳴
門
教

育
大
学
と
の
一
層
の
連
携
強
化
を
図
る
た

め
、
平
成
25
年
１
月
に
鳴
門
市
、
鳴
門
市

教
育
委
員
会
お
よ
び
国
立
大
学
法
人
鳴
門

教
育
大
学
の
三
者
で「
連
携
協
力
会
議
」を

設
置
し
、
同
年
２
月
に「
鳴
門
市
学
園
都
市

化
構
想
に
関
す
る
連
携
協
力
協
定
書
」を
締

結
し
ま
し
た
。

取
り
組
み

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
検
討
を
行
い
、

鳴
門
町
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
試
行
的
な

事
業
を
開
始
し
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
鳴

門
教
育
大
学
と
市
内
の
保
育
所
、幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
と
の
一
層
の
連
携
協
力

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
学
園
都
市
化
を

目
指
し
、
教
育
と
保
育
の
充
実
お
よ
び
向

上
を
図
り
ま
す
。

■市政重要事業への取り組み　■第２回「ずっと笑顔で　生きがい感じる　まちづくり」■市政重要事業への取り組み　

や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
時
代
の
変

化
に
対
応
し
た
教
育
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成

の
た
め
、
地
域
や
保
育
所
、
学
校
と
連
携

し
た
一
貫
性
の
あ
る
教
育
を
進
め
ま
す
。

　
　幼
稚
園
少
人
数
学
級
推
進
事
業

現
　
状

　
保
護
者
や
幼
児
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
よ
り
き
め
細
や
か
な

対
応
と
指
導
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
本
市
に
お
い
て
は
他
市
に
先
駆
け
平

成
19
年
度
か
ら
年
少
組
、
24
年
度
か
ら
年

長
組
に
お
い
て
少
人
数
学
級
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

取
り
組
み

　
よ
り
き
め
細
や
か
な
幼
稚
園
教
育
の
実

現
を
図
る
た
め
、
少
人
数
学
級
を
継
続
実

施
し
ま
す
。

　
　幼
児
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

現
　
状

　
３
歳
か
ら
就
学
前
の
幼
児
の
保
護
者
を

対
象
に
、
幼
児
教
育
な
ど
の
専
門
家
に
よ

る
教
育
相
談
を
毎
年
６
回
ず
つ
実
施
し
て

い
ま
す
。

取
り
組
み

　
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
の
た
め
に
、

幼
稚
園
と
他
の
医
療
・
福
祉
機
関
が
長
期

的
な
連
携
を
図
り
、
乳
幼
児
期
か
ら
学
校

卒
業
ま
で
、
一
貫
し
た
教
育
的
支
援
を
目

的
と
し
た
個
別
の
教
育
支
援
計
画
や
、
き

め
細
か
い
短
期
的
な
個
別
の
指
導
計
画
作

成
に
向
け
た
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、
幼

　
　外
国
語
教
育
推
進
事
業

現
　
状

　
国
際
理
解
教
育
や
外
国
語
教
育
の
充
実

を
図
る
た
め
、
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手

５
人
）が
各
校（
園
）で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み

　
平
成
25
年
度
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
加
え
て
、

小
学
校
の
外
国
語
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
外
国
語
活
動
支
援
員
」を
３
人
配
置
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
英
検
受
検
の
奨
励
や
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
事
業
を

行
い
、
豊
か
な
国
際
感
覚
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
っ
た「
世
界
に
は

ば
た
く
鳴
門
の
子
ど
も
」の
育
成
に
取
り

組
み
ま
す
。

⑦
幼
稚
園
教
育
の
充
実

　
　
幼
児
期
は
、
人
間
形
成
の
基
礎
が
培
わ

れ
る
極
め
て
重
要
な
時
期
で
あ
り
、
幼
児

一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き

る
力
の
基
礎
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
教
育

環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域 ＡＬＴによる授業風景
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　市
民
総
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ

　
　イ
ベ
ン
ト
実
施
事
業

現
　
状

　
平
成
22
年
度
か
ら
４
回
連
続
で
、
市
民

な
ど
の
参
加
率
を
競
い
合
う
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」に
参
加
し
、

同
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
体
を

動
か
す
こ
と
の
大
切
さ
や
健
康
に
対
す
る

意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
づ

く
り
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
、
地
域
の
連

帯
感
の
醸
成
に
努
め
ま
し
た
。

取
り
組
み

　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、
手

軽
で
気
軽
に
取
り
組
め
る
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

に
参
加
で
き
る
機
会
を
つ
く
り
、
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
参
加
率
の
向
上
と
い
う
市

民
共
有
の
目
標
を
掲
げ
、
市
民
の
一
体
感

を
醸
成
し
、
元
気
で
は
つ
ら
つ
と
し
た
鳴

門
市
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
　ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

　
　策
定
事
業

現
　
状

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
作
成
の
た
め
、
意

見
収
集
を
目
的
と
し
た「
ス
ポ
ー
ツ
政
策

意
見
交
換
会
」を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

「
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
に
関
す
る
実

態
調
査
」を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
と

ニ
ー
ズ
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

取
り
組
み

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
を
開
催
し
、
本

市
に
お
け
る
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
基

本
計
画
と
な
る「
鳴
門
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
」を
策
定
し
、
同
計
画
を
柱
と
し
て
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

⑪
「
第
九
」ア
ジ
ア
初
演

ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

現
　
状

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鳴
門「
第
九
」を
歌
う
会
と

協
働
で
、
全
国
や
海
外
の
合
唱
団
が
多
数

参
加
で
き
る
演
奏
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
鳴
門
の
第
九
」を
テ
ー
マ
と
し

た
企
画
展
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、「
第
九
」

に
関
す
る
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
作
成
し
、
観
光
施
設
や
教
育
機
関
に
配

布
す
る
な
ど
、「
第
九
」初
演
の
地
の
ブ
ラ
ン

ド
化
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。

取
り
組
み

　
５
年
後
の
２
０
１
８
年
に
は
、
板
東
俘

虜
収
容
所
で
ド
イ
ツ
兵
捕
虜
に
よ
っ
て

「
第
九
」が
ア
ジ
ア
で
初
め
て
演
奏
さ
れ
て

か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
た
め
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、「
第
九
」ア
ジ
ア
初
演
ブ
ラ
ン
ド
化
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

■市政重要事業への取り組み　■第２回「ずっと笑顔で　生きがい感じる　まちづくり」■市政重要事業への取り組み　

次回は「うきうき 活力と魅力あふれる まちづくり」と「おおきく躍動 みんなで創る ま
ちづくり」に関する取り組みをお知らせします。  NEXT

鳴門市総合計画では、将来都市像
の実現に向け、まちづくりの骨

格となる主たる分野ごとに、
今後どのようなまちを目指
すのかを示した右記の４つ
の基本目標を定めています。

⑩
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
　
本
格
的
な
高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
り
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性
が
高
ま
る
な
か
、
だ

れ
も
が
共
に
、
興
味
、
関
心
、
技
術
の
向

上
な
ど
の
目
的
に
応
じ
て
、「い
つ
で
も
・
ど

こ
で
も
・
だ
れ
で
も
・
い
つ
ま
で
も
」ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る「
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
社
会
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
　総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

　
　ク
ラ
ブ
支
援
事
業

現
　
状

　
平
成
21
年
３
月
に
設
立
さ
れ
た
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」に
対

し
て
活
動
拠
点
の
場
を
提
供
す
る
な
ど
、

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
な
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
に
つ

い
て
も
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
、
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
住
民
主

体
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

基本目標１   うきうき 活力と魅力あふれる まちづくり

基本目標２   ずっと笑顔で 生きがい感じる まちづくり

基本目標３   しっかり安心・快適  住み良い まちづくり

基本目標４   おおきく躍動  みんなで創る まちづくり

シーカヤック（内ノ海）
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計
画
」を
策
定
し
、
同
計
画
を
柱
と
し
て
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

⑪
「
第
九
」ア
ジ
ア
初
演

ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

現
　
状

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鳴
門「
第
九
」を
歌
う
会
と

協
働
で
、
全
国
や
海
外
の
合
唱
団
が
多
数

参
加
で
き
る
演
奏
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
鳴
門
の
第
九
」を
テ
ー
マ
と
し

た
企
画
展
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、「
第
九
」

に
関
す
る
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
作
成
し
、
観
光
施
設
や
教
育
機
関
に
配

布
す
る
な
ど
、「
第
九
」初
演
の
地
の
ブ
ラ
ン

ド
化
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。

取
り
組
み

　
５
年
後
の
２
０
１
８
年
に
は
、
板
東
俘

虜
収
容
所
で
ド
イ
ツ
兵
捕
虜
に
よ
っ
て

「
第
九
」が
ア
ジ
ア
で
初
め
て
演
奏
さ
れ
て

か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
た
め
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、「
第
九
」ア
ジ
ア
初
演
ブ
ラ
ン
ド
化
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

このページに関する、お問い合わせ・お申し込みは、市役所危機管理課（☎684･1711／℻  684･1336）まで。

　徳島県は、南海トラフ巨大地震が発生したときの
「人的・建物被害」の様相を市町村別に明らかにし、
住民の生命を守るため、地域ごとの効果的な減災対
策を検討するための基礎資料として「徳島県南海トラ
フ巨大地震被害想定（第一次）」を作成し、平成25年７
月31日に公表しました。
　被害の最大ケースにおいて、徳島県全体では死者
数が31，300人で建物全壊棟数が116，400棟、本市で
は死者数が2，700人で建物全壊棟数が
11，900棟になると想定されています。
　また、あわせて死者数は「建物の耐
震化率」と「津波からの即避難率」を
100％にすることで、「８割」軽減され
るなどの人的被害の具体的な被害軽
減効果の試算も行われています。
　市では、 ｢迅速かつ主体的な津波避
難行動｣を実現するために、避難場所
や避難路などを定めた「津波避難計
画」や「津波ハザードマップ」の見直し
などの津波対策を今後も進めていき
ます。市民の皆さんには、防災・減
災対策の必要性について、さらに理
解を深めていただくとともに、市が
行う津波対策などへのご理解とご協
力をよろしくお願いします。

　家具類の転倒・落下防止対策は、「徳島県南
海トラフ巨大地震被害想定（第一次）」で建物
の耐震化と並んで、効果的な減災対策として
示されており、非常に重要かつ効果的な地震
対策の一つです。家具類の転倒・落下は、家
具の下敷きになって負傷したり、割れた食器
やガラスでけがをしたり、逃げ道をふさいだ
りするなど、いろいろな危険をもたらしま
す。この機会に当事業を活用し、地震に備え
ましょう。
　市では震災時の家具転倒事故などを防止す
るため、右記の条件を満たす世帯に対し、ご
家庭の家具に転倒防止器具の設置を無料で
行っています。申し込み、詳しい内容のお問
い合わせは下記まで。

■徳島県が「徳島県南海トラフ巨大地震被害想定（第一次）」を公表

家具転倒防止器具を設置していますか？

※徳島県の公表内容を確認したい場合は、徳島県ホームページを
　ご確認ください。（県ＨＰ→「防災」→「安心とくしま」→「注目情報」
　→徳島県南海トラフ巨大地震被害想定（第一次）の公表について）

【対象世帯】 以下の条件のいずれかを満たす世帯
①65歳以上の方がいる世帯
②要支援・要介護のいずれかの認定を受けた方がいる世帯
③身体障害者手帳の交付を受けた方がいる世帯
④療育手帳の交付を受けた方がいる世帯
⑤精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方がいる世帯
⑥未就学児（小学校入学前）がいる世帯
※過去に当事業を利用された世帯は対象外。

職員がお宅に訪問させていた
だき、家具転倒防止器具の取
り付けを行います。

鳴門市の被害想定（最大ケース）
■最大震度　６強　
■全壊棟数　11，900棟
　（地震発生時の時間帯　冬の午後６時）
■死者数　2，700人
　（地震発生時の時間帯　冬の深夜）

防災・災害対策への取り組み

器具例

【留意事項】
○「震度分布図」は、徳島県内における震度分布の広がりを表すものとして、県内
を250mメッシュに区分した平均的な地盤データに基づき推計したものです。
○「震度分布図」では、同一の震度と表されている区域の中でも、地質の条件に
より、異なる震度となる場合もあります。
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　読み（音読）書きや計算の教材を使い継続的に学
習することで脳の前頭前野を活性化させ、楽しみな
がら物忘れの予防をすることを目的とした教室です。
後期の受講生を募集します。
【と　き】　10月～平成26年２月の毎週木曜日（10
月３日開講）午前９時30分～11時30分
【ところ】　ケアハウスなると

■脳の楽習教室

　９月21日は世界アルツハイマーデーです。この日にちなんで鳴門
市では認知症サポーター養成講座を下記の日程で開催します。
【申し込み】　開催日の前日までに市役所長寿介護課までご連絡くだ
さい。※地域や職場などで同講座を希望される方も同課へ。

■認知症サポーター養成講座

この特集内の教室・講座への参加申し込みは、住所・氏名・年齢・電話番号を電話
またはファクスで市役所長寿介護課（☎684・1175／℻  684・1321）へ。

市内包括支援センター（指定介護予防支援事業所）
名　称 所在地 電話番号 担当地域

地域包括支援センター緑会
撫養町南浜字蛭子前東105 ☎685・1555 撫養町（木津を除く川西地区）、

鳴門西地区鳴門町三ツ石字江尻山74 ☎687・1191
地域包括支援センター貴洋会 撫養町立岩字五枚146 ☎683・1075 撫養町（川東地区）、里浦町
地域包括支援センターやまかみ 鳴門町土佐泊浦字高砂205-29 ☎683・6727 瀬戸町、北灘町、鳴門東地区
地域包括支援センターひだまり 大津町矢倉字四ノ越５ ☎686・1139 大津町、撫養町（木津）
地域包括支援センターおおあさ 大麻町桧字東山田57-10 ☎689・3738 大麻町

鳴門市地域包括支援センター

敬老祝い
に商品券
　市では、高齢者の長寿を祝う
ため、節目（88歳、99歳以上）を迎
えられた方に、鳴門商工会議所
が発行している「うずとく商品
券」を敬老祝品として贈ります。
（基準日：９月１日現在）
　99歳以上（１万円分）の方には、
９月２、３、４日に、88歳（５千円分）
の方には９月２、
３日に、自宅な
どにお届けしま
す。

開催場所 日　　時 担当地域包括
支援センター

市役所共済会館
３階

９月18日(水)10:00～11:30
９月19日(木)13:30～15:00
９月24日(火)10:00～11:30
10月４日(金)13:30～15:00

人権福祉センター ９月25日(水)13:30～15:00 包括おおあさ
里浦公民館 ９月26日(木)10:00～11:30 包括貴洋会

桑島老人憩いの家 10月２日(水)13:30～15:00 包括緑会
瀬戸公民館 10月８日(火)13:30～15:00 包括やまかみ
矢倉団地集会所 10月９日(水)13:30～15:00 包括ひだまり

【対　象】　鳴門市に住民票のある65歳以上の要
支援・要介護認定を受けていない方で、今まで
に受講したことのない方。
※９月26日（木）午前10時から、ケアハウスなると（撫
養町南浜）で説明会を開催します。（45分程度）
【申し込み】９月19日（木）までに、市役所長寿介護
課へ。

参加無料

おめでとう
ございます

なんでも
ご相談を ・毎日の生活の中で何か不安なこと、相談したいことはありませんか？

・家族の方への介護でお悩みではありませんか？
・お金の管理や契約のことで、困っていることはありませんか？

■センター職員により、
地域ケア会議の運営（写
真上）や認知症サポー
ター養成講座（写真左）も
行われています。

　地域包括支援センターとは高齢者の皆さんが、住み慣れた地域で
自立され、安心した生活が送れるように、介護予防や健康づくりなど、
さまざまな方面から総合的にサポートする機関です。本市では以下
のように設置しています。
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　市民の皆さんに、高齢者の福祉につい
て知っていただき、また、高齢者の社会
参加の促進や生きがいを持っていただく
ことを目的として開催します。

【と　き】　９月16日（月・祝）
　　　　　午前10時～午後３時

【ところ】　市文化会館
【内　容】　結婚50周年（金婚）、60周年（ダ
イヤモンド婚）を迎えたご夫婦への記念品
の贈呈、敬老作文優秀作品の朗読、芸能
大会など。

「敬老の日」特集

いつまでも元気に
　　　　いきいきと！

■問い合わせ先
　市役所長寿介護課　☎６８４・１１７５

【活動内容】茶話会・作品づくり・体操・健康教室・料理・保育所の
園児との交流など、参加者の興味や関心に合わせた自由なプログラム。
※講師を招いてのリハビリ教室や腹話術などのイベントもあり。

【と　き】 毎月第２・第４火曜日
　　　　（９月10日、９月24日） 午前10時～正午

【ところ】 林崎保育所内 介護予防・多世代交流サロン
【参加費】 100円／１回

■ 小 地 域 交 流 サ ロ ン「 林 崎 」

「リハビリ体操とセミナー」の模様

　徐々に深刻化しつつある超高齢化社会に対し
て、今後は高齢者の皆さん自身の自主的活動が
重要になってくると考えられます。しかし高齢
化が進む中でも、老人クラブ・自治会への参加
率は下降の一途をたどっているのが現状です。
　住み慣れた地域でいきいきとした生活を送るた
めに、老人クラブや地域での活動、また介護予
防教室などに参加してみませんか？ 自分に合っ
た活動を見つけて参加し、日々充実した生活
を送ることが元気の源です。

   大麻・北灘・大津・木津地区の方は、
   貸切バス（徳島バス）をご利用ください
その他の地区の方は、地域バスなどをご利用ください。

出発地点／時刻 経由地点

大 麻 町
板東方面

2番札所極楽寺前
／9:00発

大谷・大代・木津バ
ス停など

大 麻 町
川崎方面

川崎（徳島バス  バス停）
／9:00発

東馬詰諏訪神社前、大幸
北（徳島バス バス停）など

北灘町
方面 長浜バス停／8:50発 鳥ヶ丸・大浦バス停、

ふれあい公園前など
※各出発地点から市文化会館の間で乗車できる場所があ
　ります。詳しくは長寿介護課までお問い合わせください。

■ 敬 老 の 日 の つ ど い

参加して
みませんか



10平成25年９月号

「
ほ
な
、ち
ょ
っ
と
山
に

行
っ
て
く
る
な
。」

私
の
祖
父
は
、
そ
う
言
っ
て
う
ら

山
に
出
か
け
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
う
ら
山
の
散
歩
道
を
き
れ

い
に
そ
う
じ
し
て
い
る
の
で
す
。

う
ら
山
の
散
歩
道
は
祖
父
が
そ

う
じ
す
る
ま
で
は
、
草
ぼ
う
ぼ

う
で
人
が
歩
い
て
通
れ
る
よ
う

な
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

祖
父
は
、
そ
の
散
歩
道
に
は
え

て
い
る
草
を
か
ま
で

か
っ
て
い
き
ま
し
た
。

冬
の
寒
い
日
も
毎
日

山
に
行
き
一
生
け
ん

命
、
草
か
り
を
し
ま

し
た
。

　
そ
ん
な
祖
父
は
、

昨
年
の
春
二
度
目
の

大
き
な
手
じ
ゅ
つ
を

し
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
に
祖
父
が
言
っ
た

言
葉
で
、
今
で
も
覚

え
て
い
る
言
葉
が
あ

り
ま
す
。

「
が
ん
ば
れ
る
だ

け
が
ん
ば
っ
て

み
る
わ
。」

祖
父
が
手
じ
ゅ
つ
を

す
る
と
聞
い
て
不
安
そ
う
な
わ

た
し
に
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
わ

た
し
は
、
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、

祖
父
は
病
気
に
勝
と
う
と
強
い

気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。
ど
ん
な
時
も
あ

き
ら
め
ず
に
今
で
き
る
こ
と
に

一
生
け
ん
命
取
り
組
ん
で
い
る

祖
父
を
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
祖
父
は
、
今
で
も
病
気
が
進
行

し
な
い
よ
う
に
薬
を
飲
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、と
き
ど
き
は
、

お
な
か
が
い
た
く
な
っ
た
り
、
体

調
が
悪
く
な
っ
た
り
も
す
る
よ

う
で
す
。

「
な
ん
で
そ
ん
な
し
ん
ど
い
の
に

山
の
そ
う
じ
す
る
ん
。」

と
聞
く
と
、

「
こ
こ
は
、
地
し
ん
で
津
波
が
来

た
時
に
ひ
な
ん
を
す
る
道
に
な
っ

と
る
け
ん
、
き
れ
い
に
し
と
か
ん

と
い
ざ
と
い
う
と
き
に
み
ん
な
に

げ
れ
ん
よ
う
に
な
る
だ
ろ
。」

と
言
い
ま
し
た
。
自
分
が
し
ん

ど
い
時
で
も
地
い
き
の
人
の
た

め
に
が
ん
ば
る
祖
父
は
す
ご
い

と
思
い
ま
す
。

　
祖
父
が
道
を
そ
う
じ
し
て
か

ら
、
そ
れ
ま
で
だ
れ
も
通
っ
て
い

な
か
っ
た
道
に
犬
を
連
れ
て
散
歩

を
す
る
人
が
で
て
き
ま
し
た
。
わ

た
し
は
、
そ
れ
を
見
た
と
き
、
な

ん
だ
か
う
れ
し
く
な
っ
て
祖
父
に

言
う
と
祖
父
も
う
れ
し
そ
う
に
、

に
っ
こ
り
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

祖
父
は
、
物
知
り
博
士
で
も

あ
り
ま
す
。
わ
た
し
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。
学
校
の
宿
題
で
、
わ
か

　市では毎年「敬老の日」に合わ
せ、市内の小中学生から敬老作
文を募っています。今年度、特
選に選ばれたのは以下の皆さん
です。（敬称略）

ら
な
い
言
葉
や
漢
字
、
む
ず
か

し
い
算
数
の
問
題
な
ど
何
を
聞

い
て
も
答
え
て
く
れ
ま
す
。
あ

ん
ま
り
何
で
も
よ
く
知
っ
て
い

る
の
で
、
祖
父
に
、

「
な
ん
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
よ
う

知
っ
と
ん
。」

と
聞
く
と

「
昔
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
本
を
読

ん
で
勉
強
し
た
し
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
は
、
わ
か
る
ま
で
必
死

で
調
べ
た
け
ん
ま
だ
覚
え
と
ん

じ
ゃ
。」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た

し
は
、
そ
れ
を
聞
い
て
、
祖
父

は
、
昔
か
ら
何
を
す
る
の
も
が
ん

ば
っ
て
き
た
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、
習
い
事
を
い

く
つ
か
し
て
い
ま
す
。
友
達
と
遊

び
た
い
と
き
や
宿
題
が
多
い
と

き
な
ど
は
、
め
ん
ど
く
さ
い
な
と

思
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

祖
父
を
見
て
い
る
と
そ
ん
な
自

分
が
は
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。

「
が
ん
ば
れ
る
だ
け
が
ん

ば
る
。」

こ
の
祖
父
の
言
葉
を
わ
す
れ
な

い
で
い
つ
も
心
に
止
め
て
お
こ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
し

ん
ど
い
と
き
や
、
く
じ
け
そ
う

に
な
っ
た
と
き
に
祖
父
の
よ
う

に
が
ん
ば
れ
る
だ
け
が
ん
ば
る

こ
と
が
で
き
る
人
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

森　　悠
ゆ

偉
い

 （第一小１年）

岩本　青
そ

空
ら

 （第一小２年）

木村　愛
あ

生
い

 （板東小３年）

三木　万
ま

瑛
あき

 （明神小４年）

増田　美
み

咲
さき

 （林崎小５年）

井潟　春
しゅん

佑
すけ

  （里浦小６年）

横田  真
ま

輝
き

人
と

　（大麻中１年）

久保　優
ゆう

果
か

 （瀬戸中２年）

織田  結
ゆ

貴
き

乃
の

　（大麻中３年）

敬老作文特選作品

「わたしもがんばるよ」
林崎小学校５年
増田　美

み
咲
さき

さん

問 市役所市民協働推進課
☎684・1200  ℻  684・1336
Eメール shiminkyodo@city.naruto.lg.jp
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　自治基本条例とは、市民が主役のまちづくりを実現するた
めに、市民や行政、議会の役割など、まちづくりのルールを
定めた条例です。まちづくりに大切なことは、「参画」「協働」「情
報共有」と定めています。（平成23年11月1日施行）

みんなで知ろう！連 載

　市では、「市民が主役のまちづくり」の実現に向けて、市民の皆さんとの協働によるまちづ
くりを進めています。今月号では、協働の事例を一部ご紹介します。

『鳴門市自治基本条例』

協働の事例 21 　
　華やかさの裏側にある「みんなの支え」
　　　納涼花火大会翌日の清掃ボランティア活動

　多くの市民の皆さんや観光客が楽しんだ８月７日
の納涼花火大会。
　会場となった文化会館周辺および撫養川東側の道
路や空き地には、花火の燃えかすや露店で購入され
た飲食物などのごみが散乱し、後片付けが毎年課題
となっています。
　市では、市職員ら関係者とともに、清掃活動に協
力していただける市民ボランティアの皆さんを募集
し、市と市民の協働による清掃活動を行っています。

　大会翌日の８月
８日午前６時から、
総 勢130人 で 一 斉
に清掃活動を行い
ま し た。「鳴 門 の ま
ちを良くしたい」と
中高生を含む多く
の皆さんが、暑い中
共に汗を流しました。また、地域住民の皆さんにも
早朝から自宅周辺道路の清掃にご協力いただいてお
り、多くの市民の皆さんの理解と協力により支えら
れたイベントです。
　「鳴門市納涼花火大会」は、これからも皆さんから支
えられ、愛されるイベントとして、夏の夜空を彩り続
けます。

共に汗を流しました。また、地域住民の皆さんにも

問 市役所市民協働推進課
☎684・1200  ℻  684・1336
Eメール shiminkyodo@city.naruto.lg.jp

   第１回 Narutoジョイフル子ども音楽祭
   参加者募集

【とき】12月21日(土)、22日(日)
【ところ】大道銀天街ひかりやギャラリーほか
【部門】①就学前の部 ②小学校低学年(１～３年
生)の部 ③小学校高学年(４～６年生)の部 ④中
学生の部　※参加者全員に賞を授与。

【課題曲】①童謡・唱歌から１曲②よろこびの歌「ベー
トーヴェン第九(合唱)から主題の部分」（日本語と原
語のどちらでも可）の２曲を独唱する。

【応募方法】応募用紙は、9月17日（火）以降に市
役所本庁舎受付や市教育委員会玄関、「ひかりや
ギャラリー」などに配置。郵送による請求も可能
ですので、下記までお問い合わせください。

【応募締切】10月７日(月)　※当日の消印有効
【問／申込先】Narutoジョイフル子ども音楽祭実
行委員会事務局　冨士☎090・1576・2674

鳴門のために、市民の皆さんが企画、実施するイベントです。みんなで参加しよう！

   サトシンさん絵本ライブ
   絵本＆おてて絵本よみまショー
　子どもの手のひらを通じて物語を創造する「おてて絵本」。
発案者であるサトシンさんと共に楽しい時間を過ごしましょう。

【とき】９月７日（土）午後１時～２時30分
【ところ】鳴門教育大学講堂
【講師】絵本作家 佐藤　伸（サトウ　シン）さん
※入場無料。当日参加も可能ですが、会場の都合上、参加希
　望の方は、氏名と人数を電話かメールでお知らせください。

【問・申込先】なるとにし遊びラボ「てとてとて」 
上甲 ☎090・2823・9564  Eﾒｰﾙ：761024tetete@gmail.com
   「みんな一緒に」地域の中でともに
   生きるための助け合い勉強会
　全ての人が住み慣れた地域で支え合い、笑顔があふれ
るまちづくりに向けて共に学びましょう。

【とき】９月29日(日) 午後１時～３時
【ところ】大津中央公民館
【講師】NPO法人 WACゆずり葉 代表 桑山信子氏
【参加費】300円（資料代など）
【問／申込先】一般社団法人　たすけあいねっと凜
　　　　　　齋藤 ☎090・4978・8371

今年度も「WeLoveなるとデー」を開催します。
詳しくは、14ページをご覧ください。

告知

～WeLoveなるとまちづくり活動応援補助金～  採択団体の行事予定
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【（単独・合併）浄化槽→下水道接続の場合　１件あたりの助成額（上限）】

工事完了日（供用開始後） １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目以降

同時に
行う
工事の
件数

1件（単独） 6万円 4万円 な　し

な　し2件から4件までのグループ 10万円 8万円
4万円5件から7件までのグループ 15万円 10万円

8件以上のグループ 20万円 15万円
※「くみ取りトイレ→下水道接続」の場合は、表の１年目の助成額が２～３年目にも適用されます。

■下水道への接続工事に
　グループ申請で助成金

問 市役所下水道課　☎ 684・1170
　　　　　　　　　　℻   684・1343

■助成金のしくみ
　浄化槽の廃止や、くみ取りトイレの水洗化によって、早
期に下水道に接続する方に交付している「下水道普及促
進対策助成金」の制度を平成24年４月１日から拡充してい
ます。
　この制度拡充によって、下水道の接続工事に対し
て交付される助成額が、最大20万円に増額されまし
た。下図のとおり、できるだけ早期のうちに、多く
のグループで接続される場合に、助成額が大きくな
る仕組みとなっています。（新築に伴い下水道に接続
する場合は、この助成金の対象外です。）
　お住まいの地域がすでに供用開始され、いつでも

下水道に接続できる状況になっていま
したら、ぜひこの機会に、この助成金をご活用の上、
下水道への接続をご検討ください。

■お申し込みは
　下水道区域内の方とであれば、誰とでもグループ
になることができます。また、接続工事を依頼する
指定工事店の紹介によるグループでも構いません。
　なお、グループ申請による助成金の増額は、「メン
バー全員の接続工事が交付決定日から90日以内に完
了すること」が条件となりますのでご注意ください。
　詳しい内容は、下水道課までお問い合わせください。

　８月２日、撫養地区の安全を
守る会や行政機関などの関係
者約50人が参加して、鳴門駅、
撫養駅周辺の放置自転車の撤去
と清掃作業を行いました。
　今回撤去の対象となったのは、
警告書を取り付け一定期間を過
ぎても移動されなかった104台。
　撤去後は、雑草や落ち葉、捨
てられていたごみなども取り除かれ、阿波おどりなどで観光客
が多数訪れる時期を前に、良好な景観が取り戻されました。
■駐輪マナーを守りましょう！
　放置自転車は、まちの景観を損なうほか、歩行者などの通行
を妨害し、特に高齢者や身体の不自由な方には大変危険です。
さらに、災害時には避難・救助活動などの妨げとなります。「私
の１台ぐらいは…」と、歩道上に何気なく置かれた自転車が多
くの放置自転車を生み出します。置いている「時間の長さ」や「置
く理由」にかかわらず、自転車の利用者が「その場を離れた時点」
でそれは放置自転車です。一人一人がマナーを守りましょう。
◇歩道上の駐輪は歩行者の迷惑となるため、駐輪場を利用しましょう
◇盗難を防ぐため、カギをかける習慣をつけましょう
※鳴門駅周辺では、歩道に駐輪せず、右図の駐輪場をご利用ください。
問 市役所市民協働推進課 ☎ 684・1394

鳴門
郵便局

谷医院

阿波証券
駐車場

交
番

ダ
イ
レ
ッ
ク
ス

ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
鳴
門

JR
鳴
門
駅

①撫養町交番前
　駐輪場 ⑤居酒屋さかなばたけ

　南側駐輪場

④ダイレックス東側
　（国道西側）駐輪場

②ビジネスホテル鳴門南側
　（線路西側）駐輪場

③ビジネスホテル鳴門南側
　（線路東側）駐輪場

■鳴門駅、撫養駅周辺の放置自転車を撤去

鳴門駅周辺
駐輪場　　



　総務省統計局（鳴門市）では、10月1日を期日として
住宅・土地統計調査を実施します。
　この調査は、住生活に関する最も基本的で重要な
調査で、全国350万世帯の方々を対象とした大規模な
調査です。
　調査対象世帯には、９月下旬ごろに調査員が調査票
の記入をお願いに伺いますので、調査票へのご記入、
またはインターネットでのご回答をお願いします。
　なお、調査内容を統計の作成以外に使用することは
一切ありません。
問 市役所企画課 ☎684・1121

■「住宅・土地統計調査」にご協力を 〜住まいから 描く日本の 未来地図〜

　県内において、自治体が実施する「統計・アンケー
ト調査」をかたり、個人情報を引き出そうとする事案
が発生しています。国や自治体が実施する統計調査
において、調査員がいきなり電話で調査を行うことは
ありません。また、調査員は写真付きの調査員証を
携帯して訪問します。不審に思う場合は、調査員証
の掲示を求めてください。
　公的統計調査をかたる不審な電話や訪問などがあ
りましたら、左記または県統計戦略課（☎621・2135）
までお問い合わせください。

 「かたり調査」にご注意 

　本市のスポーツ推進計画やその他スポーツの推進
に関する重要事項を調査審議していただく委員を募
集します。同審議会は、学識経験者やスポーツに関
する知識や経験を有する方、公募による市民などで
構成しています。

【募集人員】２人以内
【報　　酬】１回につき5,000円
【任期／開催回数】２年間／年３回程度（平日昼間）
【提出書類】①必要事項を記入した「指定の応募用紙」
②応募動機についての小論文（400字程度、様式自由）。
【選考方法】書類、面接審査で選考。
　　　　　結果は10月中に本人へ通知。
【申込方法】右記の応募資格要件を確認の上、９月20
日（金） までに提出書類をＥメール（taiikushinko@
city.naruto.lg.jp）または直接、市教育委員会体育振
興室（☎686・8804）へ。

※応募用紙は同室で配布するほか、市公式ウェブサ
　イトからダウンロード可。なお、提出書類につい
　ては理由にかかわらず返却しません。

■鳴門市スポーツ推進審議会
　委員募集

■第20回鳴門市人権セミナー
　人権に関する理解と意識を深め、さまざまな人権問題
の解決や男女共同参画社会の実現を図っていくことを目
的とし人権セミナーを開講します。参加は無料です。

【と　き】９月28日（土）、10月５日（土）
　　　　午後１時30分～３時30分

【ところ】うずしお会館　 ２階第１会議室
　　　　（旧鳴門地域地場産業振興センター）

【演　題】
■９月28日　 講師：中尾 由喜雄 さん

「人権文化ゆたかなまちづくり Part2」
～阪神･淡路大震災が教えたこと～
■10月５日　講師：加藤 治子 さん

「『性暴力救済センターSACHICO』の活動を通した女
性と子どもの人権問題について」
問 市役所人権推進課 ☎684・1095

【採用人員】２人程度
【受審資格】昭和54年４月２日以降
に生まれた方で、幼稚園教諭免許および保育士資格
の両方を有するか、平成26年３月31日までに両方を
取得見込みの方
【受付期間】９月２日（月）～13日(金）
【第一次審査日】10月20日（日）
【第一次審査場所】鳴門市大麻中学校
【審査案内･採用志願書】
市教育委員会学校教育課で配布するほか、市公式ウェ
ブサイトからダウンロード可。郵便請求は、120円切
手を貼ったA4判が入る返信用封筒（返送先記入）を同
封し、〒772-0011 撫養町大桑島字濘岩浜８–２ 市教
育委員会学校教育課（☎686･8802）へ。

　   平成26年度採用
■幼稚園教諭を募集

応 募 資 格 要 件
①市内在住、満18歳以上で、市税などに滞納がない方
②同審議会実施日に原則全て出席できる方
③国、県、市の議会議員または公務員でない方　
④禁固以上の刑に処せられ、その刑の執行を終わり、
　またはその刑の執行を受けることがなくなった日から
　２年を経過した方　
⑤成年被後見人または被保佐人でない方　
⑥政治活動や布教活動に利用しない方　
⑦特定の団体や個人を支援し、または批判する行動を
　していないこと、これに準ずる者でない方　
⑧暴力団の構成員などでない方
※応募資格要件を満たしているかどうか、氏名な
　どを警察ほか関係機関にあらかじめ照会するこ
　とがありますのでご了承ください。
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■市長・市議選説明会立候補予定者は出席を
【と　き】10月５日(土)　午前10時～
【ところ】市役所共済会館３階大会議室
　市長・市議会議員選挙は、11月10日告示、11月17日投
開票の日程で行われます。これに先立ち、立候補予定
者への説明会を上記のとおり開催します。

　説明会では、立候補の手続きや選挙運動の方法、
選挙運動費用の公費負担などについて説明するほか、
立候補に必要な諸用紙を配布しますので、立候補を
予定している方は必ず出席してください。
問 市選挙管理委員会 ☎684・1178

目　的
自分たちの住む鳴門のまちのために、できることを
できる範囲で自らが行う日を設けることで、一人一
人が鳴門というまちを見直すきっかけとし、ふるさ
とを愛する気持ちや社会貢献意識を高めます。

参加対象者
鳴門市民（個人・グループ不問）。
鳴門に通勤・通学している人も大歓迎です。
※注意事項などについては、次号以降でお知らせします。

◆手紙や荷物を送る時に鳴門のパンフレットなどを
　同封する。
◆ブログなどで鳴門のPRをする。　
◆鳴門の食材を食べる。　
◆鳴門市内で買い物をする。
◆観光客にあいさつやおもてなしをする。
◆徳島ヴォルティスをスタジアムで応援する。
◆自分たちのまちの歴史・文化について勉強する。
◆自分たちのまちは自分たちで守るため地域で防災　
　について勉強会や訓練を行う。
◆思いやりの心を持って、まわりの人に親切にする。
◆公共の場所に草花を植える。
◆公園・広場、道路などの清掃を行う。
◆まちがにぎわうイベントを企画実施する。　など

■個人やグループ、団体、事業者など、アイ
デア次第で何でも取り組めます。（一例を紹介）

　鳴門のまちのためにできること、どんなことでも構いません。何か一つ活動してみませんか？
無理なく楽しくが一番です。期間中にみんなで楽しく、鳴門が少しでも良くなることをしてみましょう！

～鳴門のためにできることをする日～

今年もみんなで

₁0月2₈日（月）～₁₁月₁0日（日） 実施

コスモスまつりの一環でお接待をしている様子

昨年度の模様
このほかにも、
さまざまな団
体から活動報
告が寄せられ
ました。

■『鳴門のためになる』行動例アイデア募集
　右記のような市民の皆さん自らが実践できる行
動例のアイデアを募集します。10月17日（木）までに
下記へ郵送、ファクスまたはEメールでご提案ください。
　提案いただいたアイデアは、次号などで随時紹
介（無記名）させていただきます。

■活動の周知サポートを行います
　鳴門のために行うイベント・活動の開催告知や、
参加者募集が必要な場合は、広報なるとなどで周
知のサポートを行います。10月17日（木）までに下記
の事前連絡票をご提出ください。なお、９月18日（水）
までに提出いただいた活動は次号などで紹介する予
定です。

【問・応募先】〒772・8501 市役所市民協働推進課
☎684・1189／FAX684・1336／
Eメール：welovenaruto@city.naruto.lg.jp

ＷｅＬｏｖｅなるとデー（鳴門のためにできることをする日）事前連絡票
個 人 名 ま た は 団 体 名 　　　 団体の場合は

代表者名 　　
連 絡 先 電 話 番 号 実施日時 　
告知が必要なイベント、参加者
募集が必要な活動を詳しくご記
入ください。（募集要件もあれば）

実施場所

取材の可否 可　・　否
※ファクス（684・1336）・Eメール（welovenaruto@city.naruto.lg.jp）で連絡していただくか、
　市役所市民協働推進課まで郵送または直接ご提出ください。 14平成25年９月号



　水道事業課では、安全で良質な水道水の供給や漏
水の未然防止などのため、鉛製給水管の調査を計画
的に実施しています。調査時に水道メーター周りを
確認するため、宅地内に立ち入らせていただきます
ので、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、水道事業課から委託を受けて調
査を行う調査員は、身分証明書を必ず携
帯しています。不審な点がありましたら、
身分証明書の掲示を求めるか、水道事業
課へお問い合わせください。

【調査予定期間】９月下旬～12月末
【調査対象区域】撫養町林崎、立岩、斎田、南浜、
　　　　　　　木津の一部、大津町徳長、矢倉の一部
問 市企業局水道事業課 ☎685・3330

■鉛製給水管調査にご協力を

【応募資格】
　市内に在住または在勤している方、および鳴門市
内の小学校に在学している児童

【部門と応募規定】
▷俳　句＝１人３句
　（ただし、こども俳句は１人２句以内）
▷短　歌＝１人３首
▷川　柳＝１人３句
▷現代詩＝１人３編以内、１編は原稿用紙2枚以内
▷漢　詩＝１人３首以内、読み下し文を併記
　（ただし、長詩は不可）
▷小　説＝１人１編、原稿用紙30枚以内
▷児童文学＝１人１編、原稿用紙20枚以内
▷随　筆＝１人１編、原稿用紙5枚以内
▷郷土史＝１人１編、原稿用紙20枚以内
▷その他文芸作品＝１人１編、原稿用紙20枚以内

※俳句・短歌・川柳・漢詩部門は「なると市民文芸」
　規定（鳴門市文化協会事務局で配布）の応募用紙を、
　それ以外の部門については、市販の原稿用紙（A4版、
　400字詰め）を使用してください。

【応募方法】
　作品の部門名・氏名（雅号で応募する時は、本名を
併記）・住所・電話番号・所属団体（所属団体がある場
合）を記入の上、10月31日（木）までに市文化協会事務
局に提出してください。
※こども俳句は、学校名・学年・氏名（漢字）を記入し、
　必ず小学校を通じて応募してください。

【問・提出先】
〒772-8501 撫養町南浜字東浜170 市役所文化交流推
進課内 鳴門市文化協会事務局 ☎684・1214

■第43号『なると市民文芸』作品募集

　秋の全国交通安全運動が展開されます。次代を担
う子どもたちのかけがえのない命を交通事故から守
り、交通事故死者の約半数を占める高齢者の事故を
減少させるため、以下のことに気を付けましょう。

◆夕暮れ時と夜間の歩行、自転車の走行には細心の
　注意を！（夜間の外出時は反射材を着用し、自転車の
　前照灯は必ず点灯させましょう）
◆全ての座席で、シートベルトとチャイルドシート
　を正しく着用しましょう！
◆飲酒運転は絶対に「しない・させない・許さない」

■秋の全国交通安全運動  ～子どもと高齢者の交通事故防止～

９月21日（土）～30日（月） ※９月30日は「交通事故死ゼロを目指す日」。

■「交通マナーアップ宣言」
　事業所募集中
　
　職場ぐるみで交通事故防止に向けて、マナーアッ
プに取り組んでいただける企業・事業所を募集して
います。市役所市民協働推進課で配布している「交通
マナーアップ宣言書」（A３サイズ）に事業所名を署名
の上、各企業・事業所の入り口など、従業員や来訪
者の目に触れやすいところに掲示し、交通マナーの
啓発を図りましょう。
問 市役所市民協働推進課 ☎684・1394

交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
マ
ナ
ー
を

高
め
よ
う
！

■鳴門市児童福祉
　審議会傍聴者募集
　同審議会の第２回会議を開催します。主な審議事
項は、『子ども・子育て支援事業計画の策定』に関する
内容です。当審議会では審議を原則公開としていま
すので、傍聴を希望される方は、ぜひご参加ください。 

【と　き】９月19日（木）午後２時～４時
【ところ】市役所本庁舎３階会議室
【参加資格】市役所子どもいきいき課に配置、また市
　　　　　公式ウェブサイト「子ども・子育て支援新
　　　　　 制度」に掲載している｢傍聴に関する留意
　　　　　事項｣を守れる方
※参加無料、事前の申し込みは不要です。
問 市役所子どもいきいき課 ☎684･1657
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　８月₁₈日、大道商店街振興組合がジュニアエコ
ノミーカレッジのオープニングセミナーを市役所
で開催しました。
　この取り組みは、小学生が５人１組のチームで
模擬会社を設立し、仕入れや販売を通して経営の
仕組みを学ぶとともに、自立心や責任感、問題解決
能力の育成を目的とした起業体験プログラムです。
　参加した５チームは、₁₁月₁₆日に大道銀天街で
開催される「₁00円商店街」での出店に向け、会社
名やそれぞれの役職、会社のキャッチコピーなど、
さまざまな事柄について話し合いました。

　 経営の仕組みを体験し学ぶ経営の仕組みを体験し学ぶ

■チームで協力し出店に向けた準備を進める児童

昭和₃₉年
（₁₉₆₄）

　「好天に恵まれた9月₂0日、東京オリンピックの聖火が鳴門市を通過しました。この日、沿道を埋めた観
衆３万人近く、手に手に日の丸の小旗を打ち振り、あらしのような拍手と歓声がどよめきました。聖火トー
チを握り…」（広報なると₁0月１日号）
　₁0月₁0日の開会式を前に全国を聖火が駆け巡りました。高知県から引き継がれた聖火は国道₁₁号を走り、
松茂町から鳴門入り。リレー地点には横断幕が掲揚され、小・中学校ブラスバンドと鼓笛隊のパレード、
花火の打ち上げなどで聖火リレーを出迎えました。聖火は市内の₂₈㌔、₁₉区間を総勢4₁3人の青少年によっ
てつながれ県境で香川県に引き渡されました。写真は鳴門駅前付近で聖火ランナーを出迎える大勢の市民。
　「広報なると」では9月₁₅日発行の臨時号に「みんなで聖火を迎えよう」と特集記事を組み、市内を走る聖火
ランナーの紹介にとどまらず、日の丸掲揚の呼び掛けや環境美化運動の推進キャンペーンを展開するなど、
オリンピック開催の高揚に努めました。
　昭和3₉年は、日本国内がオリンピック一色に彩
られました。東海道新幹線が開業し、首都圏だけ
でなく国内各地にも波及、建設ラッシュに沸き返
りました。市内でも県道鳴門公園線の小鳴門トン
ネルが開通し、公園駐車場も拡張され、公園への
車の乗り入れが大幅に伸びました。孫崎展望台に
は休憩舎が完成、遊歩道も整備されました。千畳
敷のホテルや土産物店は木造から鉄筋コンクリー
ト造りに建て替えられ、近代的な施設に生まれ変
わりました。₁0月には瀬戸町北泊の山を切り開い
て鳴門ゴルフ場がオープンするなどオリンピック
を機に観光開発が一段と進みました。
　今月７日には₂0₂0年のオリンピック開催都市
が決定します。 ₅₆年ぶりに東京が２度目の開催となるのでしょうか。

　８月８日、県消防学校で少年消防クラブ交流会
の活動の一環として合同訓練が行われました。
　この交流会は昨年の東日本エリアが初開催。第
２回目となる今回は地域を西日本とし、各地域か
ら₁₉クラブが集まり、日々の訓練で鍛えた技を競
いました。
　鳴門市代表のうずしお少年少女消防クラブは、
全₁₉チーム中４位と健闘。未来の地域防災の担い
手が頼もしい姿を披露しました。

　 小学生が消防技術を披露　 小学生が消防技術を披露

■ホースをつなぐ早さを競う
　連結訓練（写真上）／規律よ
　く整列する選手（写真右）
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　第₉₅回全国高校野球選手権大会が８月８日に開
幕、２年連続８度目出場の鳴門高校は₁0日の１回戦
で星稜（石川）に₁₂－5で大勝し、33年ぶりの初戦突
破を果たしました。この１勝は徳島県勢大会通算₆0
勝目の節目の勝利となりました。
　２回戦は東東京代表の修徳と対戦し、延長₁0回
の末、６－５でサヨナラ勝ち。夏の甲子園での２勝
は実に₆3年ぶりの快挙となりました。
　続く３回戦では常葉菊川（静岡）相手に、₁₇－１（₂₁
安打）と圧勝。各種報道でも「うずしお打線」という
言葉があちこちで使用され、強打鳴門のイメージ
が定着しました。
　４回戦の対戦相手は花巻東（岩手）。不運な失点
もあり、９回に１点差まで迫りましたが、惜しくも
４強入りはなりませんでした。
　今大会、公立校唯一のベスト８入りを果たした
鳴門高校硬式野球部。４強入りそして優勝への道
は後輩たちへと託されました。

全国高校野球選手権大会  鳴門高校がベスト８全国高校野球選手権大会  鳴門高校がベスト８

選手を後押ししたスタンドからの大きな声援

　８月７日に行われた鳴門市納涼花火大会では、県内最大級の５千発
の花火が詰め掛けた９万５千人を魅了し、８月９～11日の鳴門市阿波
おどりでは、延べ８万３千人の人々が、華麗な踊りに酔いしれました。
　また、今年は選抜阿波おどり大会に掛布 雅之さんと松村 邦洋さん
が、９日からの阿波おどりには井岡 一翔選手、市観光大使の平田 進
也さん、板東 英二さん、南 明奈さん、アニメ「NARUTO－ナルト－」
声優の竹内 順子さん、森久保 祥太郎さんがスペシャルゲストとして
登場し、会場に花を添えました。

　花火・阿波おどり
の開催にあたり、あ
たたかいご理解とご
協力をいただきまし
た関係者の皆様、ご
来場の皆様に心から
お礼を申し上げます。

　広報なると８月号で募集し、
応募いただいた思い出の写真
を掲載します。
　投稿ありがとうございました。

納涼花火大会、阿波おどりを盛大に開催納涼花火大会、阿波おどりを盛大に開催

ぼく、もっとおどりたいな☆

かき氷も
阿波踊りも
最高！

読者投稿
 「夏の思い出写真」

花巻東との試合後、スタンドへあいさつする選手たち
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弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

10
月
１
日（
法
の
日
）か
ら
の
１
週
間

を「
法
の
日
」週
間
行
事
と
し
て
、
無
料

法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

【
と

き
】10
月
２
日（
水
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】徳
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所

【
定
員
】50
人
程
度（
午
前
25
人
、
午
後

25
人
）※
相
談
時
間
は
一
人
あ
た
り
お

お
む
ね
₂0
分
、
定
員
に
達
し
た
時
点
で

受
付
終
了
。

【
問
・
申
込
先
】徳
島
地
方
裁
判
所
事
務

局
総
務
課
庶
務
係
☎
６
０
３・０
１
１
１

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
開
設

　
よ
り
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
に
親
し

み
を
も
っ
て
法
務
局
を
利
用
い
た
だ
く

た
め
、
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

【
と

き
】10
月
６
日（
日
）午
前
10
時
～

午
後
３
時
※
原
則
予
約
制

【
と
こ
ろ
】徳
島
地
方
法
務
局（
徳
島
地

方
合
同
庁
舎
６
階
）

【
申
込
期
間
】９
月
２
日（
月
）～
30
日

（
月
）午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
。）

【
相
談
内
容
】登
記
・
供
託
・
戸
籍
・
国

籍・人
権
、公
証
事
務（
遺
言
証
書
作
成
、

成
年
後
見
）な
ど

【
問
・
申
込
先
】徳
島
地
方
法
務
局
総
務

課
☎
６
２
２・４
１
７
１

募
　
集

新
池
川
の
浄
化
活
動
参
加
者
募
集

【
E
M
ダ
ン
ゴ
作
り
】９
月
29
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

【
と
こ
ろ
】市
し
尿
処
理
場（
木
津
）

※
参
加
者
に
Ｅ
Ｍ
ダ
ン
ゴ
５
個
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

問 

新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
　
乾

　
☎
０
９
０・３
１
８
１・１
４
０
２

自
衛
官
・
学
生
を
募
集

【
募
集
項
目
】①
防
衛
医
科
大
学
＝
高
卒

（
見
込
含
）21
歳
未
満
　
②
防
衛
医
科
大

学（
看
護
学
科
）＝
高
卒（
見
込
含
）21
歳
未

満
　
③
防
衛
大
学
＝
高
卒（
見
込
含
）21

歳
未
満
　
④
自
衛
官
候
補
生
＝
18
～
27

歳
未
満
の
男
子（
年
間
を
通
じ
て
受
付
中
）

【
問
・
申
込
先
】９
月
30
日（
月
）ま
で
に

鳴
門
地
域
事
務
所（
☎
６
８
５･

５
３
０

６
）へ
。

母
と
子
の
自
然
教
室

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

子
が
、
有
名
シ
ェ
フ
と

一
緒
に
野
外
料
理
に
挑

戦
し
た
り
、
子
育
て
談
義
を
行
っ
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
仲
間
と
の

交
流
を
行
い
ま
す
。

【
と

き
】10
月
12
日（
土
）、
13
日（
日
）

【
と
こ
ろ
】国
立
淡
路
少
年
交
流
の
家
お

よ
び
淡
路
島
内
※
送
迎
バ
ス
有
り
。

【
対
象
】ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
子
20

組（
子
ど
も
は
３
歳
以
上
中
学
生
以
下
、

応
募
者
多
数
時
は
抽
選
）

【
参
加
費
】大
人
４
千
円
、
子
ど
も
３
５

０
０
円（
１
泊
３
食
・
保
険
ほ
か
）

【
問
・
申
込
先
】９
月
26
日（
木
）ま
で
に
、

参
加
者
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
連

絡
先
を（
公
財
）徳
島
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会（
☎
６
５
４・７
４
１
８
　
FAX  

６
５
４・７
４
１
４
）へ
。

生
活︵
暮
ら
し
︶

お
ゆ
ず
り
し
ま
す
※
無
料

◆
一
人
が
け
ソ
フ
ァ
ー

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

◆
洗
濯
機
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト（
新
生

児
用
）、
抱
っ
こ
ひ
も

問 

市
消
費
者
協
会
☎
６
８
６･

３
７
７
６

　
　
　
　
　
　
　

出
張
年
金
相
談
※
予
約
制

   

年
金
記
録
、
各
種
年
金
に
関
す
る
社

会
保
険
労
務
士
の
無
料
相
談
。

【
と

き
】９
月
19
日（
木
）午
前
10
時
～

午
後
３
時
※
次
回
は
10
月
1₇
日（
木
）

【
と
こ
ろ
】市
役
所
共
済
会
館
３
階
小
会

議
室

【
申
込
先
】徳
島
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
１
２
０・９
６
７
９
５
１

問 

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
６
５
５・０
９
２
０
　
　
　
　

若
者
の
就
労
相
談
会︵
無
料
・
予
約
制
︶

　
働
い
て
お
ら
ず
、
職
業
訓
練
も
学
校

も
行
っ
て
い
な
い
若
者
の
働
く
こ
と
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
家
族
か
ら

の
相
談
も
可
）

【
と

き
】９
月
27
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
５
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
共
済
会
館
３
階
小
会

議
室

問 

と
く
し
ま
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン 

☎
６
０
２･

０
５
５
３

相　談　名 日　　　　　　時 場　　　　　　所 問　い　合　わ　せ
行 政 相 談 ９月₁3日㈮ 午後１時〜４時 市役所本庁１階市民相談室 秘　書　広　報　課（☎684・1118）
人 権 相 談 ９月₂0日㈮ 午後１時30分〜４時30分 市役所本庁１階市民相談室 人  権  推  進  課（☎684・1148）

（ 電 話 相 談  ☎684・1548）
成年後見制度相談 ９月₁₈日㈬ 午後１時30分〜３時30分（基本予約） 市役所本庁１階会議室 長　寿　介　護　課（☎684・1175）

女 性 相 談
月〜金曜　午前８時30分〜午後５時 女性子ども支援センター 女性子ども支援センター

（☎684・1413）９月₁₁日㈬  午後１時～４時（要予約） 人権福祉センター2階会議室
心 配 ご と 相 談 毎週金曜の午前９時〜午後３時 老人福祉センター心配ごと相談所 市社会福祉協議会（☎685・7170）
身 体 障 害 者 相 談 月〜金曜（祝日を除く）午前９時30分〜正午 市身体障害者会館 身 体 障 害 者 会 館（☎686・4144） 
Ｎ Ｐ Ｏ 相 談 月〜金曜（祝日を除く）午後１時〜６時 老人福祉センター１階ボランティアセンター 市民活動支援センター（☎685・7170）
消 費 生 活 相 談 月〜金曜（祝日を除く）午前９時30分〜午後３時30分 消費生活センター 消費生活センター（☎686・3776）

暮らしの相談お気軽に無料相談

■切り取って電話機の隣や玄関などに貼ってお使いください。

自動交付機休止のお知らせ
　９月21日（土）は市役所本庁舎設備
点検のため、自動交付機が終日使用
できません。
問 市役所市民課　☎684･1135

９月第一土曜日は市民課を開設
９月７日（土）午前８時30分～午後０時30分

【取り扱い業務】戸籍謄抄本・除籍謄抄本交付、住民票
の写しなど交付、印鑑登録証明書交付、印鑑登録業務 
※住所の異動はでませんので、ご注意ください 。

■市民課窓口業務案内
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て
」～
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
・
す
べ

き
こ
と
～

【
講
演
講
師
】横
浜
市
立
大
学

　
　
　
　
　
教
授 

河
西 

千
秋 

氏

【
参
加
費
／
定
員
】無
料
／
２
０
０
人

問 

徳
島
県
保
健
福
祉
政
策
課

　
☎
６
２
１・２
１
７
９

兼
松
病
院
の
特
別
講
習
会  

※
無
料

■
第
17
回
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会

　
市
消
防
本
部
の
救
急
救

命
士
が
心
肺
蘇
生
法
を
直

接
指
導
し
ま
す
。

【
と

き
】９
月
８
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

【
と
こ
ろ
】同
病
院
１
階 

デ
イ
ケ
ア
室

【
内
容
】心
肺
蘇
生
法（
胸
骨
圧
迫
、
人

工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
）な
ど

■
第
18
回
乳
が
ん
検
診
の
特
別
講
習
会

【
と

き
】９
月
14
日（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】同
病
院
１
階 

デ
イ
ケ
ア
室

【
演
題
】①
遺
伝
性
乳
が
ん

②
早
期
発
見
の
た
め
の
乳
が
ん
検
診

③
甲
状
腺
機
能
低
下
症

【
講
師
】大
阪
大
学
乳
腺
・
内
分
泌
外
科 

　
　
　
講
師 

島
津 

研
三 
医
師

※
参
加
者
の
中
か
ら
抽
選
で
島
津
医
師

の
診
察
付
き
で
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
無

料
体
験（
３
人
ま
で
）。

問 

医
療
法
人 

愛
生
会 

兼
松
病
院

　
☎
６
８
５・４
５
３
７

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

【
と
き
／
と
こ
ろ
】

①
９
月
12
日（
木
）／（
株
）テ
レ
コ
メ

合
同
就
職
面
接
会
参
加
企
業
募
集

　
市
で
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳴
門
と
連
携

し
、
高
校
・
大
学
・
専
門
学
校
の
平
成

26
年
３
月
卒
業
予
定
の
新
卒
者
、
お
よ

び
一
般
求
職
者
を
対
象
と
し
た
合
同
就

職
面
接
会
を
、
10
月
23
日（
水
）に
う
ず

し
お
会
館（
旧
鳴
門
地
域
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
）で
開
催
し
ま
す
。
参
加

企
業
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
・
申
込
先
】市
商
工
政
策
課

　
　
　
　
　
　
☎
６
８
４・１
１
５
８

講
座・教
室・試
験
な
ど

環
境
学
習
館
の
教
室

■
布
わ
ら
じ
教
室

　
足
裏
を
刺
激
し
健
康
に

良
い
と
言
わ
れ
る「
布
わ

ら
じ
」を
衣
類
の
布
を
利

用
し
て
編
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】９
月
26
日（
木
）、
10
月
３
日

（
木
）の
２
日
間
　
午
後
１
時
～
４
時

【
と
こ
ろ
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
３
階
環
境
学
習
館

【
募

集
】６
人（
先
着
順
）

　
　
　
　
※
両
日
参
加
で
き
る
方

【
準
備
物
】参
加
者
に
連
絡
し
ま
す
。

【
問
・
申
込
先
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

環
境
学
習
館
☎
６
８
３･

７
５
６
８

自
殺
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
と
く
し
ま

【
と
き
】９
月
８
日（
日
）午
後
１
時
30
分
～

【
と
こ
ろ
】徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

【
テ
ー
マ
】「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ

る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し

デ
ィ
ア（
徳
島
市
山
城
町
）　

②
９
月
13
日（
金
）／
県
立
二
十
一
世
紀

館（
徳
島
市
八
万
町
）※
両
日
と
も
午
前

10
時
～
午
後
４
時
、
２
日
で
１
講
座

【
内
容
】コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
基
礎
知

識
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど

【
受
講
料
・
定
員
】無
料
・
20
人（
先
着

順
）

【
問
・
申
込
先
】徳
島
県
企
業
支
援
課

　
　
　
　
　
　
☎
６
２
１・２
１
５
６

介
護
予
防
の
た
め
の
太
極
拳

無
料
移
動
教
室

【
と

き
】９
月
26
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

【
と
こ
ろ
】鳴
門
公
民
館

【
定

員
】20
人

【
問
・
申
込
先
】太
極
拳
を
楽
し
む

｢

パ
ン
ダ
の
会｣

☎
６
８
５･

６
１
７
７

高
年
齢
者
対
象 

職
業
生
活
設
計

ガ
イ
ダ
ン
ス
・
セ
ミ
ナ
ー 

※
無
料

【
と

き
】９
月
27
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

【
と
こ
ろ
】ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳴
門

　
　
　
　
２
階
会
議
室

【
対

象
】55
歳
以
上
の
方

【
問
・
申
込
先
】ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳴
門

　
　
　
　
　
　
☎
６
８
５・２
２
７
０

認
知
症
講
演
会「
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
」

【
と
き
】９
月
21
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～

【
と
こ
ろ
】ふ
れ
あ
い
健
康
館
１
階
ホ
ー

ル（
徳
島
市
沖
浜
東
）

【
講
師
】永
田 
久
美
子
氏（
認
知
症
介
護

研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
研
究
部
副

部
長
）、七
條 

文
雄
氏（
認
知
症
サ
ポ
ー

ト
医
）

【
申
込
期
限
】９
月
６
日（
金
）

※
参
加
無
料
・
要
申
込
。

問 

徳
島
県
長
寿
保
険
課

　
☎
６
２
１・２
２
１
３

旬
の
魚
の
捌
き
方
教
室

　
旬
の
魚
を
自
分
で
捌
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

【
と

き
】９
月
28
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午
　

【
と
こ
ろ
】北
泊
漁
業
協
同
組
合

【
募

集
】30
人（
先
着
順
）

【
材
料
費
】１
５
０
０
円

　
　
　
　
※
当
日
集
金（
お
土
産
あ
り
）。 

【
準
備
物
】エ
プ
ロ
ン
、
良
く
切
れ
る

　
　
　
　
包
丁
、
濡
れ
て
も
よ
い
服
装

【
申
込
先
】９
月
24
日（
火
）ま
で
に
市
役

所
農
林
水
産
課（
☎
６
８
４・１
１
５
２
）

へ
電
話
、
も
し
く
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
電
子
申
請
で
。

普
通
救
命
講
習

【
と

き
】10
月
20
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
と
こ
ろ
】市
消
防
本
部
３
階

【
対

象
】市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
15

歳
以
上
の
方（
先
着
10
人
程
度
）

【
内
容
】心
肺
蘇
生
法（
胸
骨
圧
迫
、
人

工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
）、
異
物

除
去
、
止
血
法
、
そ
の
他
の
応
急
手
当

【
問
・
申
込
先
】９
月
30
日（
月
）ま
で
に

市
消
防
本
部
予
防
課（
☎
６
８
４・１
６

４
０
）へ
。

■９月の市文化会館駐車場 制限日

※市文化会館を利用される方はご駐車ください。

◆１日（日）　　  9：00～22：00
◆14日（土）　　  9：00～22：00
◆16日（月･祝）　 9：00～17：00
◆21日（土）　　  9：00～17：00
◆28日（土）　　  9：00～22：00

■市民チャンネル番組ガイド
放送チャンネル・時間はリビング鳴門の番組表をご覧ください。
テレビ広報なると

　 ▼９月１日から　高齢者の交通安全

　 ▼９月16日から　自衛官の募集について
鳴門ビデオボランティア制作番組

　 ▼９月１日から　海道彫刻公園／豊田　三郎（板東）

　 ▼９月16日から　夏の塩塚高原／近藤　一央（徳島市）
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催
　
　
し

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市

【
と
き
】９
月
７
日（
土
）午
前
９
時
～
正
午

【
と
こ
ろ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

【
内

容
】新
鮮
な
地
元
農
産
物
や
海
産

物
な
ど
の
販
売

【
サ
ー
ビ
ス
】ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
を
開
催
。
３
店
舗
以
上
で

ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
先
着
１
０
０
人
に

は
す
だ
ち
１
パ
ッ
ク（
10
個
入
）を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。

問 

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市
実
行
委
員
会

　
☎
６
８
４･

１
１
５
２

「
遠
藤 

玉
流 

書
道
展
」

　
地
元
書
道
家
遠
藤
玉
流

さ
ん
の
作
品
を
展
示
。

【
と

き
】９
月
２
日（
月
）～
10
月
20
日

（
日
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】お
り
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
北
灘

町
折
野
字
屋
敷
２
４
２
）

【
内

容
】か
な
書
を
主
体
に
大
小
さ
ま

ざ
ま
な
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

問 

同
所
０
９
０・９
０
４
６・６
１
８
９

「
音
楽
・
笑
い
」の
ほ
っ
こ
り
タ
イ
ム

【
と
き
／
と
こ
ろ
】９
月
７
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
２
時
／
東
林
院

【
入
場
料
】１
０
０
円
※
子
ど
も
無
料

【
内
容
】カ
マ
ン
ベ
ー
ル
他
ラ
イ
ブ
、
清

水
素
子
さ
ん
の
笑
い
ヨ
ガ
、
近
藤
龍
彦

住
職
の
ご
詠
歌
、
野
菜
直
売
・
カ
ー
ド

占
い
・
エ
ス
テ
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
こ
り
タ
イ
ム

　
☎
６
９
８・０
０
３
４

市
民
劇
場｢

モ
リ
ー
先
生
と
の
火
曜
日｣

　
世
界
中
で
１
４
０
０
万
人
以
上
が
涙

し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
小
説
を
二
人

芝
居（
親
子
共
演
）で
舞
台
化
。

【
と

き
】９
月
14
日（
土
）

午
後
６
時
30
分
開
演

【
と
こ
ろ
】市
文
化
会
館

【
入
場
料
】５
千
円（
入
会
金
２
５
０
０

円
、
月
会
費
２
５
０
０
円
）

※
入
会
が
必
要
。

【
出

演
】加
藤
健
一
、
加
藤
義
宗

問 

鳴
門
市
民
劇
場

　
☎
６
８
４･

１
７
７
７

徳
島
航
空
基
地
公
開

【
と

き
】９
月
28
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】海
上
自
衛
隊
徳
島
航
空
基
地

【
内
容
】開
隊
55
周
年
記
念
式
典
、
編
隊
飛

行
、
飛
行
展
示
、
航
空
機
地
上
展
示
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
飛
行
、
模
擬
店
な
ど

【
駐
車
場
】基
地
内
に
駐
車
場
が
な
い
た

め
、松
茂
工
業
団
地
内
特
設
駐
車
場（
無

料
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
駐

車
場
と
基
地
の
間
に
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。

問 

海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空
群

司
令
部 

広
報
室
☎
６
９
９・５
１
１
１

鳴
門
市
俳
画
協
会
・
作
品
展
in

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
鳴
門
市
の
俳
画
協
会
会
員
の
作
品
を

展
示
。

【
と
き
】９
月
22
日（
日
）ま
で
午
前
９
時

～
午
後
５
時

【
と
こ
ろ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

問 

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
事
務
所

　
☎
６
８
７・３
１
７
５

関
東
大
震
災
₉0
周
年
記
念
特
別
企
画
展

【
と
き
／
と
こ
ろ
】９
月
29
日（
日
）ま
で

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
／
賀

川
豊
彦
記
念
館
２
階
会
議
室

［
24
日（
火
）は
休
館
］

【
入
館
料
】大
人
２
０
０
円

　
　
　
　
小
人
１
０
０
円

【
内
容
】①
賀
川
豊
彦
と
関
東
大
震
災

　
　
　
②
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
て

※
₂1
日（
土
）午
後
３
時
～
４
時
₃0
分
の

間
、
同
記
念
館
前
に
お
い
て
起
震
車
に

よ
る
地
震
体
験
が
で
き
ま
す
。

問 

賀
川
豊
彦
記
念
・
鳴
門
友
愛
会

　
☎
６
８
９・５
０
５
０

■９月のクリーンセンター業務案内
　14日（土）は三連休の初日にあたりますので、午前８時30分から正午まで、
ごみ持込受付を行います。 16日（月）敬老の日は休業（ごみ収集・持込受付とも
に休み）です。 23日（月）秋分の日は通常業務（ごみ収集・持込受付）を行います。
※₂1日（土）は三連休の初日にあたりますが、 ₂₃日を通常業務とするため、ごみ
　持込受付は行いません。お間違いのないようお気を付けください。
問 市クリーンセンター  ☎683・7570

■プラスチック製容器包装ごみについて

　プラスチック製容器包装ごみ袋
の中サイズを使用しました。マチ
があるので、ごみが詰めやすく、
袋が破れることもありませんでし
た。袋の口も結びやすかったです。

（里浦町　島  綾子さん）

　ほとんどのプラスチック製容器包装ごみ
には、下記のマークが表示されています。
プランター・ハンガー・おもちゃ・ゲーム
ソフト・ビデオテープ・ＤＶＤディスクな
どの単なるプラスチック製品は『燃やせな
いごみ』になります。
※ゲームソフト・各種メ
ディア類などは、できる
だけリサイクルショップ
をご利用ください。
問 市クリーンセンター
　 廃棄物対策課  ☎683・7573

徳島インディゴソックス
 （９月のオロナミンＣ球場日程）

７日（土）18：00 ～ 対 高知ファイティングドッグス
８日（日）18：00 ～ 対 愛媛マンダリンパイレーツ
13日（金）18：00 ～ 対 香川オリーブガイナーズ
問 徳島インディゴソックス ☎679･8915

節水にご協力を！
　今年は記録的な少雨が続いており、早明浦ダムの貯水率が落
ち込み、取水制限が実施されています。
　このまま少雨傾向が続くと、給水制限も必要な状況となり、
市民の皆さんの日常生活に支障を及ぼす可能性もあります。給
水制限を回避するためにも、給水が制限されていない今から、
蛇口をこまめに閉めるなど、節水へのご協力をお願いします。
問 企業局水道事業課 ☎685・3330

取っ手付き指定
ごみ袋利用者の声

20平成25年９月号



賀
川
豊
彦
と
関
東
大
震
災

～
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
て
～

　
今
年
は
関
東
大
震
災
が
発
生
し
て
か

ら
90
周
年
、
こ
の
機
に
関
東
大
震
災
に

お
い
て
幅
広
い
救
援
活
動
を
展
開
し
た

賀
川
豊
彦
を
通
し
て
防
災
に
つ
い
て
考

え
る
と
と
も
に
、
発
生
が
予
想
さ
れ
て

い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
災
害
に
備
え

る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
と

き
】９
月
21
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
２
時
30
分

【
と
こ
ろ
】市
ド
イ
ツ
館
１
階
ホ
ー
ル

【
講
演
内
容
／
講
師
】南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
を
迎
え
撃
つ
／
徳
島
大

学
名
誉
教
授 

村
上 

仁
士 
氏

※
イ
ベ
ン
ト
会
場
入
場
無
料
。

問 

賀
川
豊
彦
記
念
・
鳴
門
友
愛
会

　 

☎
６
８
９・５
０
５
０

図
書
館

９
月
の
休
館
日

▼
２
日（
月
）▼
９
日（
月
）▼
16
日（
月・

祝
）▼
17
日（
火
）︽
振
替
休
日
︾▼
23
日

（
月
・
祝
）▼
24
日（
火
）︽
振
替
休
日
︾▼

29
日（
日
）（
館
内
整
理
日
）▼
30
日（
月
）

問 

市
立
図
書
館
☎
６
８
５･

０
２
５
５

／
FAX  
６
８
６･

６
５
８
９

キ
ョ
ー
エ
イ
４
階
催
し
※
入
場
無
料

染
色
作
家︵
中
川
存
・
濱
口
由
美
︶

「
実
験
工
房
展
」

　
両
氏
の
作
品
の
展
示
と
制
作
方
法
を

開
示
し
ま
す
。

【
と

き
】９
月
８
日（
日
）～
17
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

問 

中
川 

存
☎
６
８
７・２
０
０
８

第
16
回
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
写
真
展
示
会

　
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
や
こ
ど
も
野
球
の
つ
ど
い
、
県

サ
ッ
カ
ー
少
年
団
大
会
、
県
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
小
学
生
選
手
権
大
会
で
の
鳴
門

市
内
チ
ー
ム
の
熱
戦
の
模
様
を
展
示
。

【
と
き
】９
月
14
日（
土
）、
15
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
５
時（
15
日
は
午
後
４
時
に
終
了
）

問 

お
近
く
の
徳
島
新
聞
販
売
店
へ

光
琳
水
墨
会
教
室
合
同
作
品
展

　
教
室
生
徒
の
作
品
約
40
点
を
展
示
。

【
と

き
】９
月
20
日（
金
）～
23
日（
月・祝
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

問 

小
林
☎
０
９
０・７
１
４
４・０
９
７
１

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
写
真
展︵
野
口
写
真
館
︶

　
自
然
の
中
で
プ
ロ
の
フ
ォ
ト
グ
ラ

フ
ァ
ー
が
写
し
た
写
真
を
展
示
。

【
と

き
】９
月
25
日（
水
）～
29
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時（
29

　
　
　
　
日
は
午
後
５
時
に
終
了
）

問 

野
口
☎
６
８
６・３
９
５
１

BOAT RACE鳴門
【ボートレース鳴門開催】 ●９月５日（木）～８日（日） マクール杯競走
●12日（木）～16日（月・祝） ボートピア土佐開設17周年記念競走
●20日（金）～23日（月・祝） なるちゃんカップ競走
●27日（金）～30日（月） サントリー ザ・プレミアム・モルツカップ競走 

【場外発売】 ●９月５日（木）～８日（日） GⅠ周年競走［多摩川］
●12日（木）～16日（月・祝） GⅠ周年競走［徳山］ ●20日（金）～22日（日） GⅢ女子リーグ戦［下関］
●20日（金）～23日（月・祝） GⅠ周年競走［桐生ナイター］
●27日（金）～30日（月）GⅠ周年競走［児島］ 

【エディウィン鳴門】９月３日（火）は休館いたします。

■広報配布に必要な
　郵便受けに名前の記入を
　マンションやアパートなどでは、
郵便受けに名前がないと、「広報なる
と」が配られない場合があります。
 入居している方は郵便受けに名前を書く
か、秘書広報課までご連絡ください。
問 市役所秘書広報課 ☎684・1118

ク
ラ
ブ

クラブ名 定員 曜日 会費など 場所 時間

エアロビクス 30 火 6カ月 6,000円 勤 労 青 少
年 ホ ー ム 19:30～20:30

バドミントン 20 火 6カ月 3,000円 勤労者体育
セ ン タ ー 19:30～21:30

卓　 球 15 木 6カ月   500円 勤 労 青 少
年 ホ ー ム 19:30～20:30

絵 画 10 金 教材費実費　　 勤 労 青 少
年 ホ ー ム 19:30～20:30

硬式テニス 25 土 3カ月 10,000円
6カ月 19,800円

エビスヤマ
ク ラ ブ 19:00～21:30

吹奏楽BMS 40 土 6カ月 6,000円 勤 労 青 少
年 ホ ー ム 18:00～20:45

ゴ ル フ 15 木 6カ月1,500円＋
1回料金1,000円

マ ッ ケ イ
ゴルフ倶楽部 19:30～21:30

短
期
講
座

講座名 定員 期間 教材費など 時間
着 物 着 付 10 10/4～3/21（金・12回） 無　料 19:00～20:30

大 谷 焼 15 10/10～12/12（木・8回） 土代2kg500円
焼成代200g300円 18:30～21:00

英 会 話 20 1月～2月の間（木・8回） 無　料 19:00～20:30

講

座

講座名 定員 曜日 教材費など 時間
生　花 20 火 1回　　840円 18:30～20:30

書道・硬筆 10 火（月3回） 6ヶ月 1,000円 19:00～21:00
茶　道 10 水 6ヶ月 4,500円 18:30～20:30
料　理 20 木（月2回） 6ヶ月 7,200円 18:30～20:30
ヨーガ 30 水（月3回） 無　料 19:00～20:30

【対象】市内在住または在勤の勤労青少年（おおむね30歳まで）

【申込先】９月27日（金）までの火曜～金曜（午後１時～８時）　
　　　　に勤労青少年ホーム（☎685・5179）へ。

※定員になり次第締め切り。新規申込者は、教材費などのほ
　か、利用者協議会費として1,000円が必要です。

勤労青少年ホーム
　　　　　　後期受講生募集

今月の納期
固定資産税　　　　第３期
国民健康保険料　　第４期
介護保険料　　　　第４期
後期高齢者医療保険料　第２期
下水道受益者負担金　第２期
９月30日（月）までに市役所税
務課、保険課または指定金融
機関で納めてください。

不動産無料相談会
　不動産の価格に関する情報の提供
や有効利用など、不動産に関する相
談会を開催します。 ※事前申込不要。

【と　き】10月１日（火）10:00～16:00
【ところ】市役所 １階 情報公開室
問 （公社）不動産鑑定士協会
　 ☎623・7244
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■９月は「がん征圧月間」

■平成₂₅年度　がん検診のご案内
【対象者】以下の全てに該当される方
・鳴門市に住民登録されている方
・平成₂₆年３月3₁日を基準日として各検診の対象年齢に達している方
・骨粗しょう症検診については、平成₂4年４月１日〜平成₂₅年３月3₁日の間に受診されていない方

【検診種別・対象年齢・料金】

　昭和₅₆年以降、日本人の死因の第1位であ
る「がん」。現在日本人の2人に1人はがんにな
り、３人に1人ががんで亡くなっています。
　平成₂3年、鳴門市では4人に1人が、がんに
よって死亡しています。一方で生活習慣・生活環境の見直し、
早期発見・早期治療を徹底すれば、がんによる死亡の₇0%以上
は防ぐことができると言われています。しかし、がんになるリ
スクを下げてもがんの発症やがんによる死亡をゼロにすること
はできません。そこで重要となるのが、がん検診です。
　がん検診の目的は、がんを早期発見し、適切な治療を行い、
がんによる死亡を減少させることです。平成₂₂年〜₂4年の3年
間の鳴門市がん検診では、₂4人の方のがんが発見されました。

（胃がん4人、大腸がん7人、子宮がん3人、乳がん₁0人）そのほ
とんどが早期がんで適切な治療により、完治するものです。
　大切な命を守るために、がん検診を受けましょう。

資料：人口動態システム

鳴門市主要死因別死亡率（平成₂₃年）

その他
38.6%

心疾患
14.9%

肺炎
12.8%

脳血管
疾患
8.5%

悪性新生物（がん）
2₅.2％

※市で実施している検診は、集団検診または医療機関のどちらかで年１回受けられます。
　ただし、骨粗しょう症検診は２年に１回の検診となっています。

【検診料無料の方】※胃がん検診（内視鏡検査）は無料になりません。
①平成₂₆年３月3₁日現在で₇0歳以上の方
②₆₅歳から₆₉歳以下の障がい認定による後期高齢者医療受給者の方
③対象年齢で生活保護に属する方
④対象年齢で市民税（平成₂₅年度）非課税世帯に属する方
※②③④に該当する方は申し込み時にお申し出ください。③④に該当する方は事前に免除申請の手続きが必要です。

検診種別 対象年齢 料金 受診期間 受診方法

集
団
検
診

胃がん
(バリウムによるX線検査)

40歳以上

₁,000円

平成₂₅年
₁₁月・₁₂月
を予定。

※事前に健康づくり課へ
のお申し込みが必要で
す。

肺がん(結核健
診を含む)

X線のみ 300円
X線＋喀痰 ₈00円

大腸がん
(便潜血検査) ₅00円

骨粗しょう症 30歳〜₇0歳
（女性） ₆00円

　市
　内
　委
　託
で医
の療
検機
診関

胃がん(バリウムによるX線検
査) 40歳以上 ₂,₉00円 平成₂₅年

7月1日
〜

₁₁月30日

※直接医療機関へご予約・
お問い合わせください。

胃がん(内視鏡検査) ₅0歳〜₅₉歳 ₂,₉00円 ※事前に健康づくり課へ
のお申し込みが必要です。

大腸がん(便潜血検査) 40歳以上 ₅00円
平成₂₅年
5月1日 

〜
₁₂月3₁日

※直接医療機関へご予約・
お問い合わせください。

早期発見のために、忘れず
に検診を受けましょう
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野菜 紹介レシピたっぷり

　保健師・管理栄養士などが皆さん
の相談に応じます。

【内容】身長、体重、血圧、体脂肪、骨
密度測定。健康、育児、栄養、離乳食相談。

【開所日時】月〜金（祝日を除く）
　　　　　午前９時〜午後５時
９月₂₀日（金）は栄養相談の日！
９月₂₅日（水）は脂質異常症相談の日！
★各相談は事前に健康づくり課へお申
し込みください。また、健診・血液検
査結果をお持ちの方は持参ください。

健康相談プラザお元気ＳＵＮＲＯＯＭ

 　９月乳幼児健診の日程表
（老人福祉センター 3F）

 実…実施日　対…対象児　受…受付時間
■３歳児健診 実９月₁3日㈮
　対平成₂₂年３月生まれ 受₁₂：30〜₁3：00
■１歳６か月児健診 実９月₁₉日㈭
　対平成₂4年３月生まれ 受₁₂：30〜₁3：00
■９か月／４か月児健診 実９月₁₂日㈭
　対平成₂4年₁₁月生まれ／平成₂₅年４月
　生まれ 受₁₂：₂0〜₁₂：40／₁3：₁0〜₁3：30
■股関節脱臼検診 実９月₂0日㈮
　対平成₂₅年５月、７月生まれ 
　受₁₂：40〜₁3：00

市役所健康づくり課
〒₇₇₂-₈₅0₁  撫養町南浜字東浜₁₇0
母子保健担当：☎684・1446
成人保健担当：☎684・1137
予防接種担当：☎684・1206
栄養指導担当：☎684・1232
FAX   684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

お問い合わせ先

９ 月 の 休 日 当 番 医
　受診は救急患者に限られ、往診はで
きません。また、当番医は予告なく変
更されることがあります。お問い合わ
せはテレホンガイド（☎₆₈₅・33₂₂）へ。

【平日・土曜】 午後６時〜₁₁時
【日曜・祝日】 午前９時〜午後₁₁時
※午後₁₁時からは、かかりつけ医などを
　ご利用ください。
１日　えだがわ小児科（三ツ石）
　　　［内・小］　☎687・0930
８日　かわの内科アレルギー科（立岩）
　　　［内・呼・アレ］　☎683・1355
₁₅日　南海病院（土佐泊）
　　　［精・心・内］　☎687・0311
₁₆日　岡田整形外科（吉永）
　　　［整・リウ・リハ］　☎685・3391
₂₂日　岩朝病院（立岩）
　　　［内・外・泌（透析）］☎685・8855
₂3日　原田内科（矢倉）
　　　［消・内・リハ］　☎685・3351
₂₉日　うがい医院（斎田）
　　　［内・外・胃］　☎686・2307

■９月₁₀日（火）～₁₆日（月）は自殺予防週間
　不眠は心の不調のサインです。疲れているのに眠れない日が２週
間以上続いていませんか？「全身がだるい」「食欲がない」など何か問
題を感じたら医療機関や専門相談実施機関までご相談ください。
○自殺のサイン（一例）
・うつ病の症状がある　　　　・原因不明の身体の不調が長引く
・酒の量がます　　　　　　　・安全や健康が保てない
・本人にとって価値のあるもの（職、地位、家族、財産）を失う
・重症の身体の疾患にかかる　　など（自殺総合対策大綱より）
○もし死にたいと打ち明けられたら…（一例）
・話をそらさず、一方的に話さず、本人の話に耳を傾けましょう。
・つらい状況に共感し、感情を理解し受け止めましょう。
・安易に励ましたり、常識を押しつけたり、いたずらに解決策を示
　すことは 控えましょう。
・その上で、専門機関に相談するようにしましょう。
問 徳島自殺予防センター  ☎602・8911（土・日・祝日・年末年始除く、
9:00〜₁₆:00）／徳島いのちの電話  ☎623・0444（9:30〜₁₂:00）

栄養士からのコメント
　「フラン」というのは、フランス料理の調理方法の一つで、卵液に
牛乳や生クリームなどを混ぜ合わせ、容器に入れて蒸したものです。
いわば、「洋風茶わん蒸し」ですね。
　「アワ（阿波）・ベジ（ベジタブル：野菜）・フラン」、徳島の野菜をたっ
ぷり使った簡単でおしゃれな料理、ぜひお試しください。

水野さんからのメッセージ
　彩りがきれいなので盛り付けを工夫すると、パーティー料理にも
いいですよ。生クリームを入れると「コク」が出ますが、牛乳に変え
るとヘルシーです。

 

 　　　　　（４人分）

①ベーコン、にんじん、生しいたけ、れんこんは１cm角くらいに切る。
②にんじん、生しいたけ、れんこんをゆで、かるく塩・こしょうをふる。
③ブロッコリーは２cm くらいの小房に分けて、少し固めに塩ゆでする。
④ボウルに卵を割りほぐし、生クリーム、ナツメッグ、塩・こしょう
を加えて、よく混ぜ合わせる。⑤耐熱容器に②とベーコンを均等に入
れ、④を流し入れてブロッコリーを上に散らす。⑥オーブンの天板に
湯を張り、器を並べて 180℃で 20 〜 30 分蒸し焼きにする。
※ 竹串を刺して卵液がついてこなければできあがり。

・

卵……………………３個・

生クリーム…………200cc・

ナツメッグ…………少々・

塩・こしょう………少々・

ベーコン（厚切り）…100g・

にんじん……………80g（1／2本）・

生しいたけ…………３枚・

れんこん……………100g（1／2本）・

ブロッコリー………80g（１／2個）

※１人分の栄養価
　エネルギー：3₂₈kcal
　たんぱく質：₁₁.₈g
　食物繊維：₂.0g

作り方

アワ ベジ フラン

材　料

出展者　撫養町木津　水野　喜代美さん
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「敬老会」のおしらせ
日　時：9月21日（土曜日）13時30分～
場　所：鳴門山上病院１階多目的ホール
「つたの会」の皆様による日本舞踊をはじめ、
マーヤすだち保育園の園児による可愛いお
遊戯などをお楽しみください。

※本誌はカラーユニバーサルデザインに配慮し作成しています。

（はがき記入例）
鳴門市民デー申込

希望企画 エスコートキッズ

代表者（保護者）氏名 鳴門太郎

参加者（子ども）氏名 鳴門次郎

学校名・学年  鳴門小４年

住所 鳴門市撫養町南浜東浜○番地

電話番号 088（000）0000

2₉９

   鳴門市民デーを一緒に盛り上げて
   くれる市民の皆さんを募集します
　９月₁3日（金）［必着］までに、住所・氏名（代表者・参加者）・電話番号・希望企画（下
記３企画）などをご記入の上、はがき（〒₇₇₂-₈₅0₁ 撫養町南浜字東浜₁₇0番地 市役所観
光振興課）または、メール（kankoshinko@city.naruto.lg.jp）にてご応募ください。
※申込多数の場合は抽選し、当選者のみに連絡します。
■ピッチサイドシート観戦（当日、午後３時₁₅分正面玄関前集合）
　【募集人員】 ₁0組₂0人（市民２人１組：小学生以下は保護者同伴でお願いします。）
　【内　　容】 迫力満点の試合をすぐ近くから観戦できます。（試合途中の退席不可）
　※ハイタッチ、エスコートキッズと同時申込不可。
■ハイタッチ（当日、午後３時正面玄関前集合）
　【募集人員】 市内在住の小・中学生₅0人
　【内　　容】 ウォーミングアップに入場してきた選手をハイタッチで出
　　　　　　　迎えます。
■エスコートキッズ（当日、午後３時30分正面玄関前集合）
　【募集人員】 市内在住の小学生₂₂人
　【内　　容】 試合に入場する選手と手をつないで入場します。
問 市役所観光振興課　☎684・1157

市民デー以外の９月ホームゲーム

徳島ヴォルティス

９月15日(日) 午後６時30分〜
　対  モンテディオ山形
問 徳島ヴォルティス ☎672･7339

【とき／ところ】９月₂₉日（日）／鳴門・大塚スポーツパーク ポカリスエットスタジアム
　　　　　　　午後４時キックオフ、イベントは午後１時から

【対戦カード】徳島ヴォルティス vs ガイナーレ鳥取
【優待価格入場料】小中高生無料（通常当日料金₇00円）
　　　　　　　　大人₁,000円（通常当日料金₂,000円）
※優待価格での入場はホーム自由席となります。午後１時〜５時
　までの間に、保険証や免許証など市内在住であることを証明で
　きるものを持参の上、引替ブースへお越しください。同ブース
　にて、無料チケットの配布と優待価格での販売を行っています。
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